
（資料１）　高砂市文化振興基本方針 表の見方

事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標
予算

(千円）
決算
（円）

成果・実績 評価
評価説明

（特記事項）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

予算
(千円）

決算
(円)

成果・実績 評価 評価説明
令和２・３年度事
業の目的に対す

る評価

令和２・３年度の評価説
明

新たな視点・取組み

1 1-1-1 文化スポ-ツ課
高砂文化教室「高
砂学」

市民講師による歴
史文化の講座、野
外活動を行う。

高砂の歴史や文化
について学ぶ機会
を設ける。

活動編
5回
講座編
3回
寺子屋編
1回
謡曲編
4回

85 25,204

活動編4回、講
座編3回、寺子
屋編1回開催
し、延188人が
参加した。
謡曲「高砂」の
お稽古動画を
作成しYoutube
及びホ-ムペ-
ジに掲載した。

B

新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響で活動編１回と
謡曲編を中止とし
たが、代替事業を
実施し、各講座で
高砂の歴史や文
化について理解
を深めることがで
きた。

高砂文化教室
「高砂学」

市民講師による歴
史文化の講座、野
外活動を行う。

高砂の歴史や文化
について学ぶ機会
を設ける。

活動編
5回
講座編
2回
寺子屋編
1回
謡曲編
4回

102 48,979

活動編5回、講
座編2回、寺子
屋編1回、謡曲
編4回開催し、
延220人が参
加した。
当日の様子を
ホ-ムペ-ジに
掲載し、講座
編「山片蟠桃」
については
Youtubeにも掲
載することによ
り、高砂の偉人
や歴史につい
て幅広く知って
もらうことがで
きた。

A

各講座で高砂の
歴史や文化につ
いて理解を深める
ことができた。

○

コロナ禍であったが、感
染対策を十分行うことで
事業を実施した。市民が
高砂の歴史や文化につ
いて学ぶ機会を設けるこ
とができた。

事業内容の見直し
や拡充を図り、歴史
や文化を学ぶ新た
な機会を設ける。

2 1-1-1
人事課
文化スポ-ツ課
生涯学習課

新任職員研修「高
砂学」

高砂市歌、謡曲
「高砂」、ゆかりの
人物の紹介等を行
う。

新任職員が謡曲
「高砂」やゆかりの
人物を知る機会を
設ける。

年1回 0 0
年1回（4月）実
施した。

Ａ

新任職員に対し
て、謡曲「高砂」
やゆかりの人物
について紹介し、
理解を深めること
ができた。

新任職員研修
「高砂学」

高砂市歌、謡曲
「高砂」、ゆかりの
人物の紹介等を行
う。

新任職員が謡曲
「高砂」やゆかりの
人物を知る機会を
設ける。

年1回 0 0
年1回（4月）実
施した。

Ａ

新任職員に対し
て、謡曲「高砂」
やゆかりの人物
について紹介し、
理解を深めること
ができた。

○
新任職員が謡曲「高砂」
やゆかりの人物を知る機
会を設けることができた。

継続して新任職員
研修を行う。

3 1-1-1
都市政策課（荒井
ふるさと再発見し
隊）

歴史学習会

荒井で地元学習会
を開催し、タウン
ウォッチング等を
行う。

地元の歴史学習会
の支援に努める。

荒井10回 - -

コロナ感染拡
大により開催
回数が5回に
減。

B

新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響により学習会
の開催回数は減
少したものの、開
催された全ての
学習会において
支援できた。

歴史学習会

荒井で地元学習会
を開催し、タウン
ウォッチング等を行
う。

地元の歴史学習会
の支援に努める。

荒井10回 - -

コロナ感染拡
大により開催
回数が5回に
減。

B

新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響により学習会
の開催回数は減
少したものの、開
催された全ての
学習会において
支援できた。

○
地元住民による学習会を
実施し、人材の育成を図
ることができた。

本隊内の高齢化等
の理由から、令和4
年4月13日をもって
解散した。

4 1-1-1 中央公民館 市民教養講座
市民対象に講座を
開催する。

諸問題を色々な分
野を通して複合的
に学習し、各人の
生活課題の解決に
役立てる。

文化関係
の回数は
未定

170 60,000

10月に2回、11
月、12月に各1
回、計4回実施
した。

B

新型コロナのた
め、予定の２／３
程度しか実施でき
なかった。

市民教養講座
市民対象に講座を
開催する。

様々な分野を通し
て複合的に学習
し、各人の生活を
豊かにすることに
資する。

文化関係
の講座を
１回以上
実施

140 100,000

令和3年11月
から令和4年2
月にかけて8回
開催した。

Ａ

様々な分野を通し
て複合的に学習
できる講座を開催
した。

〇

令和2年度は新型コロナ
のため、予定の２／３程
度しか開催できなかった
が、令和3年度は予定ど
おり8回開催することがで
きた。

継続

5 1-1-1 教育センタ-
高齢者大学での講
座

高齢者を対象に生
涯学習の場を提供
するとともに、高砂
市の歴史や伝統文
化を学習する講座
を設ける。

高齢者の学習要求
にこたえ、健康の
増進、教養及び生
活文化、生きがい
の向上を図る。

高砂市の
歴史、文
化に焦点
を定め、カ
リキュラム
を実施す
る。

200 150,000

高齢者大学の
カリキュラムに
おいて、高砂
市の歴史や文
化に関する学
習を実施した。

B

コロナ禍でカリ
キュラム全体の回
数が減ったが、高
砂市の歴史や文
化に関する学習
を10回実施した。

高齢者大学での
講座

高齢者を対象に生
涯学習の場を提供
するとともに、高砂
市の歴史や伝統文
化を学習する講座
を設ける。

高齢者の学習要求
にこたえ、健康の
増進、教養及び生
活文化、生きがい
の向上を図る。

高砂市の
歴史、文
化に焦点
を定め、カ
リキュラム
を実施す
る。

200 150,000

高齢者大学の
カリキュラムに
おいて、高砂
市の歴史や文
化に関する学
習を実施した。

B

コロナ禍でカリ
キュラム全体の回
数が減ったが、高
砂市の歴史や文
化に関する学習
を10回実施した。

〇

コロナ禍でカリキュラム
全体の回数が減ったが、
高砂市の歴史や文化に
関する学習は年10回実
施した。

高砂の歴史や文化
を主としたカリキュラ
ムだけではなく、そ
れ以外をテーマとし
たカリキュラムでも、
高砂に関係した話
題を取扱うことが多
くあった。

一連
番号

施策
番号

担当課
（主催）

令和２年度 令和３年度 令和２・３年度事業の目的に対する評価

予算・決算
番号　　　   …基本施策－施策の方向－施策
予算  ”－” …当該事業費のみの予算額が算出できないもの
　    ”総額”…複数事業の総額

評価
Ｓ…目標以上に実施、
      目標以上の効果を上げ実施
Ａ…目標どおり実施
Ｂ…一部目標未達成、目標以下の効果で実施
Ｃ…大部分目標未達成
―…新型コロナにより中止

目的に対する評価
◎・・・目的を完全に果たした。
○・・・目的をおおむね果たした。
△・・・目的をあまり果たせなかった。
×・・・目的をまったく果たせなかった。
―・・・未実施

令和２年度・３年度進行管理資料
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事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標
予算

(千円）
決算
（円）

成果・実績 評価
評価説明

（特記事項）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

予算
(千円）

決算
(円)

成果・実績 評価 評価説明
令和２・３年度事
業の目的に対す

る評価

令和２・３年度の評価説
明

新たな視点・取組み

一連
番号

施策
番号

担当課
（主催）

令和２年度 令和３年度 令和２・３年度事業の目的に対する評価

6 1-1-1 秘書室
行事において謡曲
「高砂」を活用

市制施行記念式典
等行事のオ-プニ
ングで謡曲「高砂」
を謡う。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

4回 10 0 目標未達成 -
新型コロナウイル
ス感染拡大防止
のため中止した。

行事において謡
曲「高砂」を活用

市制施行記念式典
等行事のオープニ
ングで謡曲「高砂」
を謡う、もしくは音
源を流す。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

4回 10 0

市政施行記念
式典、謡曲「高
砂」の音源を流
し、親しむ機会
を設けることが
できた

B

新型コロナウイル
スの影響等により
実施出来なかっ
たイベントもあり、
目標の4回には届
かなかったが、実
施したイベントに
ついては音源を
流すことができ
た。

△

新型コロナウイルスの影
響で謡うことが難しいう
え、イベントが開催できな
いなど、謡曲「高砂」に親
しむ機会を設けることが
困難であった。しかし、開
催したイベント全てにお
いて音源を流し、親しむ
機会の充足に努めた。

引き続き実施する。

7 1-1-1 文化スポ-ツ課
行事において謡曲
「高砂」を活用

行事のオ-プニン
グや高砂文化教室
「高砂学」で謡曲
「高砂」を謡う。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

「高砂学」
4回
会議前
2回

0 0

・文化振興審
議会開催前に
全員で謡曲「高
砂」を謡った。
・謡曲高砂普
及委員会開催
時に委員全員
で謡曲「高砂」
を謡った。

A

高砂学謡曲編以
外にも謡曲を謡う
機会を設けること
で、ふるさと「高
砂」への愛着と誇
りを育てた。

行事において謡
曲「高砂」を活用

行事のオープニン
グや高砂文化教室
「高砂学」で謡曲
「高砂」を謡う。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

「高砂学」
4回
会議前
2回

0 0

「高砂学」謡曲
編を4回開催
し、参加者が
謡えるように
なった。また、
新型コロナウイ
ルス感染対策
のため、文化
振興審議会の
会議前に謡う
ことはできな
かったが委員
全員でCDを清
聴した。

A

高砂学謡曲編以
外にも謡曲を聴く
機会を設けること
で、ふるさと「高
砂」への愛着と誇
りを育てた。

○
謡曲「高砂」に親しむ機
会を設けることができた。

「高砂学」謡曲編以
外にも、新たに謡曲
「高砂」を活用できる
行事について検討
し、謡曲「高砂」に触
れる機会を充実させ
る。

8 1-1-1 産業振興課
地場産業人材育成
等支援事業

竜山石を主とする
石材業の担い手の
育成を支援するた
め、竜山石を活用
したワ-クショップ
開催等竜山石関係
事業を支援する取
組を検討する。

市内の中小企業者
等が行う地場産業
の継承及び新規地
場産業の創造に伴
う人材の育成及び
ものづくり技術の
向上に向けた取組
を支援する。

竜山石を
活用した
ワ-ク
ショップの
開催支援
（年1回以
上）

0 0

石彫６作品を
土砂の流れが
危険でない区
域へ移設。

A

６人の石彫家によ
る作品を用いた
地場産業である
竜山石のPRを図
ることへの貢献。

地場産業人材育
成等支援事業

竜山石を主とする
石材業の担い手の
育成を支援するた
め、竜山石を活用
したワークショップ
開催等竜山石関係
事業を支援する取
組を検討する。

市内の中小企業者
等が行う地場産業
の継承及び新規地
場産業の創造に伴
う人材の育成及び
ものづくり技術の
向上に向けた取組
を支援する。

竜山石を
活用した
ワーク
ショップの
開催支援
（年1回以
上）

0 0

ワークショップ
の実施１回、工
場の見学は2
件実施

A

新たに発行した
ワークショップの
チラシの配布と
HPリニューアルに
より、ワークショッ
プ紹介申込をわ
かりやすく案内で
きるようになった。

○

コロナの影響により、令
和3年9月まではワーク
ショップの申込は低調で
あったが、10月以降は全
体的に増加傾向であっ
た。

・他のワークショップ
の紹介も含めワーク
ショップ紹介チラシ
の作成
・竜山・石の宝殿案
内のコースに石材
工場の見学を紹介
し、希望の団体を案
内する

9 1-1-2 文化スポ-ツ課
高砂こども狂言ワ-
クショップ

認定こども園、幼
稚園、保育園の５
歳児を対象に、こ
ども狂言ワ-ク
ショップ等を実施す
る。

認定こども園、幼
稚園、保育園児を
対象に、古典芸能
である能狂言を体
験する機会を設け
る。

6回 1,136 0

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止と
なったため、代
替えとして謡曲
「高砂」のお稽
古用動画を作
成し、各園に配
布した。

B

能狂言の体験は
できなかったが、
各園で謡曲「高
砂」のお稽古をす
ることができた。

高砂こども狂言
ワークショップ

認定こども園、幼
稚園、保育園の５
歳児を対象に、こ
ども狂言ワーク
ショップ等を実施す
る。

認定こども園、幼
稚園、保育園児を
対象に、古典芸能
である能狂言を体
験する機会を設け
る。

8回 1,300 300,000

認定こども園、
保育園児を対
象にこども狂言
ワークショップ
を実施し、能狂
言を体験する
機会を与えるこ
とができた。

B

新型コロナウイル
ス感染症の影響
により、3回の実
施となった。

〇

新型コロナウイルス感染
症の影響で目標実施回
数を下回ったが、各園に
て謡曲「高砂」に触れる
機会を与えることができ
た。

ワークショップの実
施回数を増やし、少
人数で行うことで密
集を避けるなど、コ
ロナ禍でも実施でき
る工夫をする。

10 1-1-2 学校教育課
「ふるさと高砂学」
の学習

外部講師による謡
曲「高砂」の学習を
はじめ、高砂の特
産物や今昔等につ
いての学習を行
う。

伝統や文化に関す
る教育を計画的に
実施し、ふるさと高
砂を愛する心を育
てる。

総合的な
学習の時
間を活用
し「ふるさ
と高砂学」
を実施す
る。

- -

総合的な学習
の時間を活用
して「ふるさと
高砂学」を実施
した。

A

伝統や文化に関
する教育を計画
的に実施し、ふる
さと高砂を愛する
心を育てることが
できた。

「ふるさと高砂
学」の学習

外部講師による謡
曲「高砂」の学習を
はじめ、高砂の特
産物や今昔等につ
いての学習を行う。

伝統や文化に関す
る教育を計画的に
実施し、ふるさと高
砂を愛する心を育
てる。

総合的な
学習の時
間を活用
し「ふるさ
と高砂学」
を実施す
る。

- -

総合的な学習
の時間を活用
して「ふるさと
高砂学」を実施
した。

A

伝統や文化に関
する教育を計画
的に実施し、ふる
さと高砂を愛する
心を育てることが
できた。

○

小・中学生が故郷を代表
する謡曲「高砂」の合唱
を体験したり、ふるさと学
習を進める機会を設ける
ことができた。

小・中学生が謡曲
「高砂」をはじめとす
る、伝統や文化の
伝承の担い手となる
よう指導を工夫す
る。

11 1-1-2 生涯学習課
夏休み親子歴史体
験教室

夏休み期間中に、
小学3～6年生を対
象に、マガタマづく
り・石割・高砂染め
の体験活動を、親
子で行う。

こどもが親子で歴
史体験を行うこと
で、先人の知恵を
学ぶ機会を設け
る。

3回 0 0

親子歴史体験
教室を夏休み
に２回実施し
た。マガタマ作
り30名、石割体
験20名、計50
名が参加した。

B

親子での歴史体
験を通じて、高砂
市の文化財につ
いて知ってもらう
ことができ、市民
が地域の歴史へ
興味を抱く機会と
なった。

夏休み親子歴史
体験教室

夏休み期間中に、
小学3～6年生を対
象に、マガタマづく
り・石割・高砂染め
の体験活動を、親
子で行う。

こどもが親子で歴
史体験を行うこと
で、先人の知恵を
学ぶ機会を設け
る。

3回 0 0

親子歴史体験
教室を夏休み
に3回実施し
た。マガタマ作
り30名、高砂染
体験16名、石
割体験20名、
計66名が参加
した。

A

親子での歴史体
験を通じて、高砂
市の文化財につ
いて知ってもらう
ことができ、市民
が地域の歴史へ
興味・関心を抱く
機会となった。

○

体験を通じて、子どもと
保護者に、身近な歴史に
触れてもらうことができ
た。

引き続き実施する。
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12 1-1-2 生涯学習課
移動歴史教室・歴
史民俗資料室見学

社会科授業の一環
で、小学校３年生
の児童を対象に、
民俗資料の貸し出
しや歴史民俗資料
室を見学してもら
う。

こどもに、数十年
前の実際の道具に
触れ体感してもらう
ことで、郷土の歴
史や先人の身近な
くらしを学習する機
会となる。

全小学校 0 0

民具講習会に
市内２校が参
加、民具貸出
は５校であっ
た。

A

学校と連携して、
民具を活用し、郷
土の歴史や先人
の身近な暮らしに
ついて、理解を深
めることができ
た。

移動歴史教室・
歴史民俗資料室
見学

社会科授業の一環
で、小学校３年生
の児童を対象に、
民俗資料の貸し出
しや歴史民俗資料
室を見学してもら
う。

こどもに、数十年
前の実際の道具に
触れ体感してもらう
ことで、郷土の歴
史や先人の身近な
くらしを学習する機
会となる。

全小学校 0 0
民具貸出が７
校あった。

A

学校と連携して、
民具を活用し、郷
土の歴史や先人
の身近な暮らしに
ついて、理解を深
めることができ
た。

○
学校教育と連携して、先
人のくらしや知恵に触れ
てもらうことができた。

引き続き実施する。

13 1-1-2
幼児保育課（保育
所・こども園）

伝承遊び、祭り
ごっこ等

わらべうた遊びや
こま、かるた遊び、
凧づくりのほか、屋
台やみこしを作り、
お祭りごっこをす
る。

保育を通して、伝
統文化を遊びなが
ら体験する。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

保育の中で、
凧づくり等の伝
承遊びや祭り
ごっこを行っ
た。

A

保育を通して、楽
しく伝統文化を
知ってもらうこと
ができた。

伝承遊び、祭り
ごっこ等

わらべうた遊びや
こま、かるた遊び、
凧づくりのほか、屋
台やみこしを作り、
お祭りごっこをす
る。

保育を通して、伝
統文化を遊びなが
ら体験する。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

保育の中で、
凧づくり等の伝
承遊びや祭り
ごっこを行っ
た。

A

保育を通して、楽
しく伝統文化を
知ってもらうこと
ができた。

○

保育を通して、遊びなが
ら子供たちに伝統文化に
触れ親しんでもらうことが
できた。

現状維持

14 1-1-2 学校教育課
俳句、短歌、古文
の学習

小中学校におい
て、俳句、短歌、古
文を学習する。

「ことばの力」を育
成する。

各小中学
校で「こと
ば」を意識
し、意欲的
に取り組
む。

- -

各小・中学校で
児童生徒に「こ
とば」を意識さ
せ、意欲的に
取り組ませるこ
とができた。

A
「ことばの力」を育
成することができ
た。

俳句、短歌、古
文の学習

小中学校におい
て、俳句、短歌、古
文を学習する。

「ことばの力」を育
成する。

各小中学
校で「こと
ば」を意識
し、意欲的
に取り組
む。

- -

各小・中学校で
児童生徒に「こ
とば」を意識さ
せ、意欲的に
取り組ませるこ
とができた。

A
「ことばの力」を育
成することができ
た。

○
「ことばの力」を育成す
る。

学習を通じ、俳句、
短歌を作る機会を
設けたり、古文に触
れ、日本の伝統、文
化を感じたりする機
会が増えるように取
り組む。

15 1-1-2
幼児保育課（保育
所・こども園）

保育園での散歩
史跡や民話に関わ
る場所等を散歩す
る。

保育を通して、身
近な伝統文化に触
れる。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

保育の中で、
地域の史跡や
民話に関わる
場所を散歩し
た。

A

保育を通して、楽
しく伝統文化を
知ってもらうこと
ができた。

保育園での散歩
史跡や民話に関わ
る場所等を散歩す
る。

保育を通して、身
近な伝統文化に触
れる。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

保育の中で、
地域の史跡や
民話に関わる
場所を散歩し
た。

A

保育を通して、楽
しく伝統文化を
知ってもらうこと
ができた。

○
保育を通して、地域の史
跡等に実際に訪れ、関心
を高めることができた。

現状維持

16 1-1-2 生涯学習課 放課後子ども教室

放課後や週末等に
子どもの安全・安
心な活動拠点を設
け、文化活動等を
通して地域住民と
の交流を図る。

子どもが安全・安
心して活動できる
場の確保

学習の
場、体験
の場を提
供する。

4,231 3,353,558

各小学校等で
実施。年214
回、参加者
5,249名

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

放課後子ども教
室

放課後や週末等に
子どもの安全・安
心な活動拠点を設
け、文化活動等を
通して地域住民と
の交流を図る。

子どもが安全・安
心して活動できる
場の確保

学習の
場、体験
の場を提
供する。

4,275 3,693,992

各小学校等で
実施。年３３３
回、参加者６,４
７２名

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

〇

放課後や週末等に子ども
の安全・安心な活動拠点
を設け、子どもの居場所
づくりの活動を実施でき
た。

引き続き実施する。

17 1-1-2
幼児保育課（保育
所・こども園）

地域の民話や歌を
取り入れた行事

運動会、音楽会、
生活発表会等の行
事で民話やわらべ
歌を取り入れる。

保育を通して、伝
統文化を遊びなが
ら体験する。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

運動会、音楽
会、生活発表
会等で民話等
を取り入れ、行
事を行った。

A

保育を通して、楽
しく伝統文化を
知ってもらうこと
ができた。

地域の民話や歌
を取り入れた行
事

運動会、音楽会、
生活発表会等の行
事で民話やわらべ
歌を取り入れる。

保育を通して、伝
統文化を遊びなが
ら体験する。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

運動会、音楽
会、生活発表
会等で民話等
を取り入れ、行
事を行った。

A

保育を通して、楽
しく伝統文化を
知ってもらうこと
ができた。

○

行事の開催を通して、楽
しみながら子供たちに伝
統文化に触れ、親しんで
もらうことができた。

現状維持

18 1-1-2

文化スポ-ツ課
（高砂観月能子ど
も仕舞実行委員
会）

子ども仕舞教室

子ども対象に仕舞
教室を実施し、高
砂観月能で披露す
る。

（文化スポ-ツ課）
募集記事を広報た
かさごに掲載する
ことにより、活動を
支援する。
伝統文化である能
楽に親しみ、ふる
さとを愛する心を
育む。

1回 - -

子ども仕舞出
演者募集につ
いて広報を
行った。高砂観
月能は新型コ
ロナウイルス
感染症の影響
で中止となった
が、別の機会
に高砂神社の
能舞台で練習
した仕舞を披
露した。

B

観月能で能楽の
披露はできなかっ
たが、子ども達が
能楽を体験する
機会を通し、ふる
さとを愛する心を
育めた。

子ども仕舞教室

子ども対象に仕舞
教室を実施し、高
砂観月能で披露す
る。

（文化スポーツ課）
募集記事を広報た
かさごに掲載する
ことにより、活動を
支援する。
伝統文化である能
楽に親しみ、ふる
さとを愛する心を
育む。

1回 - -

高砂観月能は
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止と
なった。

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響で中止となっ
た。

募集記事を広報に
掲載することより、
伝統文化の継承者
の育成を支援してい
く。

3
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19 1-1-3
子育て支援課
（子育て支援セン
タ-）

ママボランティア講
座

ママボランティア講
座を実施する。

ママボランティア講
座の中で、わらべ
うたや手遊び等、
伝統文化を利用し
た子育てを学ぶ。

2回 - -

年２回の講座
のうち１回は新
型コロナウイル
ス感染症の影
響により中止と
し、１回の開催
で１２名が参加
した。(ママボラ
ンティア登録人
数：12名）

B

ママボランティア
としてわらべ歌等
伝統文化を活用
した子育てを実践
し、活動する人材
の育成に努めた。

ママボランティア
講座

ママボランティア講
座を実施する。

ママボランティア講
座の中で、わらべ
うたや手遊び等、
伝統文化を利用し
た子育てを学ぶ。

1回 - -

年1回の講座を
行い、14名が
参加した。8名
をボランティア
として育成し
た。

Ａ

わらべうた等、身
近な伝統文化に
親しみ、親子で文
化に触れる機会
の充実を図った。

〇

わらべうたや手遊び等、
伝統文化を通して子育て
を学ぶ機会の充実を図る
ことができた。

ママボランティアとし
て、わらべうたや伝
統文化を活用した
子育てを実践し、活
動する人材育成に
努める。

20 1-2-1 文化スポ-ツ課
高砂文化教室「高
砂学」での講師

市民講師を募集
し、「高砂学」にて
講義や指導を行
う。

地域で活動してい
る人の知識、経験
を活用し、知識や
技術の普及に努め
る。

活動編
5回
講座編
3回
寺子屋編
1回
謡曲編
4回

85
（再掲）

25,204

活動編4回、講
座編3回、寺子
屋編1回開催
し、延193人が
参加した。
謡曲「高砂」の
お稽古動画を
作成しYoutube
及びホ-ムペ-
ジに掲載した。

B

新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響で活動編１回と
謡曲編を中止とし
たが、代替事業を
実施し、各講座で
高砂の歴史や文
化について理解
を深めることがで
きた。

高砂文化教室
「高砂学」での講
師

市民講師を募集
し、「高砂学」にて
講義や指導を行
う。

地域で活動してい
る人の知識、経験
を活用し、知識や
技術の普及に努め
る。

活動編
5回
講座編
2回
寺子屋編
1回
謡曲編
4回

102 48,979

活動編5回、講
座編2回、寺子
屋編1回、謡曲
編4回開催し、
延220人が参
加した。
当日の様子を
ホ-ムペ-ジに
掲載し、講座
編「山片蟠桃」
については
Youtubeにも掲
載することによ
り、高砂の偉人
や歴史につい
て幅広く知って
もらうことがで
きた。

A

市民講師による
高砂学を実施す
ることで、高砂の
歴史や文化につ
いての知識を普
及することができ
た。

○

市民講師による事業の
実施により、市民が高砂
の歴史や文化について
学ぶことができた。

事業内容の見直し
や拡充を図る。地域
で活動している専門
的な人材を活用す
ることで、歴史や文
化を学ぶ新たな機
会を設ける。

21 1-2-1 学校教育課 謡曲「高砂」の指導
専門家に依頼し、
学校で謡曲「高砂」
を指導する。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

16回 80 80,000

専門講師を招
き、謡曲「高
砂」学習を各校
1回ずつ、合計
16回実施した。

A

コロナ禍の中でリ
モ-トによる実施
等の工夫により、
謡曲「高砂」に親
しむ機会を設ける
ことができた。

謡曲「高砂」の指
導

専門家に依頼し、
学校で謡曲「高砂」
を指導する。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

15回 80 75,000

専門講師を招
き、謡曲「高
砂」学習を合計
１５回実施し
た。（１校は企
画したものの、
コロナ禍の影
響で代替日の
設定ができな
かった。）

A

コロナ禍の状況
に応じ、対面での
実施とリモ-トによ
る実施を進め、、
謡曲「高砂」に親
しむ機会を設ける
ことができた。

○

謡曲「高砂」に親しむ機
会を設けたことにより、歴
史的背景や曲の持つ文
化的な意味などを知る機
会となった。る。

コロナ禍の状況に
応じた実施方法を
工夫し、ふるさとを
代表する謡曲「高
砂」に親しむ機会を
各校において設け
る。

22 1-2-1 各課
歴史ガイドクラブに
よるまち歩き

歴史ガイドクラブに
まち歩きの案内を
依頼する。

歴史ガイドクラブに
依頼することによ
り、市内の遺跡等
の周知に努める。

随時 - -

歴史ガイドクラ
ブに依頼し、ま
ち歩きを通して
市内の遺跡等
を周知した。

A

歴史ガイドクラブ
に依頼し、まち歩
きを通して市内の
遺跡等を周知し
た。

歴史ガイドクラブ
によるまち歩き

歴史ガイドクラブに
まち歩きの案内を
依頼する。

歴史ガイドクラブに
依頼することによ
り、市内の遺跡等
の周知に努める。

随時 - -

歴史ガイドクラ
ブの案内によ
る「山片蟠桃の
生誕の地を巡
る」を開催し、
35名が参加し
た

A

まち歩きを通して
市内の文化財建
造物や史跡に関
心をもってもらうこ
とができた。

〇
市内の文化財建造物や
史跡に関心をもつ機会を
提供することができた。

市内の文化財建造
物や史跡について
身近に感じてもらう
機会を増やす。

23 1-2-1 生涯学習課 文化財審議委員会

市文化財保護条例
に基づき、文化財の
指定、保存及び活
用について審議す
る。

文化財の保護を図
る。

年3回 235 141,025

2回審議委員
会を開催し、文
化財保護等に
ついて審議を
行った。

A

指定文化財や保
護対象の文化財
に関する指導を
得て、より良い保
存及び活用を図
ることができた。

文化財審議委員
会

市文化財保護条例
に基づき、文化財の
指定、保存及び活
用について審議す
る。

文化財の保護を図
る。

年3回 232 143,880

2回審議委員
会を開催し、文
化財保護等に
ついて審議を
行った。

Ａ

指定文化財や保
護対象の文化財
に関する指導を
得て、より良い保
存及び活用を図
ることができた。

○

文化財の保存と活用に
ついて、専門家による助
言や審議をえることがで
きた。

引き続き実施する。

24 1-2-1 中央公民館
市民教養講座講師
支援（再掲1-1-1）

市民対象に講座を
開催する。

地域の様-な分野
での歴史研究者を
活用するとともに、
情報提供など講演
活動を支援する。

文化関係
の回数は
未定

170
（再掲）

60,000

10月に2回、11
月、12月に各1
回、計4回実施
した。

B

新型コロナのた
め、予定の半分
程度しか実施でき
なかった。

市民教養講座講
師支援（再掲1-
1-1）

市民対象に講座を
開催する。

地域の様々な分野
での歴史研究者を
活用するとともに、
情報提供など講演
活動を支援する。

文化関係
の講座を
１回以上
実施

140 100,000

令和3年11月
から令和4年2
月にかけて8回
開催した。

Ａ

様々な分野を通し
て複合的に学習
できる講座を開催
した。

〇

令和2年度は新型コロナ
のため、予定の２／３程
度しか開催できなかった
が、令和3年度は予定ど
おり8回開催することがで
きた。

継続
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25 1-2-1
生涯学習課
（図書館）

読み聞かせボラン
ティア

読み聞かせボラン
ティアの募集、登
録を行い、子ども
たちを対象とした
読み聞かせなどの
活動を実施する。

子どもたちに本の
楽しさを伝え、読書
活動を推進するた
め、読み聞かせボ
ランティアを募集
し、その活用を図
る。

登録ボラ
ンティアに
よる読み
聞かせ活
動、勉強
会の実施
（各月2
回）

0 0
勉強会を月に2
回以上実施し
た。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

読み聞かせボラ
ンティア

読み聞かせボラン
ティアの募集、登
録を行い、子どもた
ちを対象とした読
み聞かせなどの活
動を実施する。

子どもたちに本の
楽しさを伝え、読書
活動を推進するた
め、読み聞かせボ
ランティアを募集
し、その活用を図
る。

登録ボラ
ンティアに
よる読み
聞かせ活
動、勉強
会の実施
（各月2
回）

０ ０
勉強会を月に2
回以上実施し
た。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

〇
子どもの読書活動を推進
できた。

引き続き実施する。

26 1-2-1
生涯学習課
（図書館）

図書館運営管理事
業

高砂市立図書館名
誉館長（歴史文化
推進員）を配置し
講演会等を実施す
る。

高砂市立図書館を
活動拠点として歴
史及び文化の振興
又は啓発を促進す
る。

名誉館長
講座とＨＯ
ＭＥＴＯＷ
Ｎゼミ（年
８回）を実
施

240 240,000

年間25回の講
座とゼミを実施
し、271人の参
加があった。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

図書館運営管理
事業

高砂市立図書館名
誉館長（歴史文化
推進員）を配置し
講演会等を実施す
る。

高砂市立図書館を
活動拠点として歴
史及び文化の振興
又は啓発を促進す
る。

名誉館長
講座とＨＯ
ＭＥＴＯＷ
Ｎゼミ（年
８回）を実
施

380 280,000

年間１９回の講
座とゼミを実施
し、１４９人の
参加があった。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

〇

高砂市立図書館を活動
拠点として歴史及び文化
の振興又は啓発を促進
する事業を実施できた。

引き続き実施する。

27 1-2-1 都市政策課
景観アドバイザ-派
遣制度（県）

県の制度の利活用
の推進に努める。

県の制度の利活用
の推進のためＰＲ
を図る。

要請によ
る

- -
要請がなかっ
た。

-

今年度は、要請
がなかった。今後
も、県の制度の利
活用の推進のた
めＰＲを図ってい
く。

景観アドバイ
ザー派遣制度
（県）

県の制度の利活用
の推進に努める。

県の制度の利活用
の推進のためＰＲ
を図る。

要請によ
る

- -
要請がなかっ
た。

-

今年度は、要請
がなかった。今後
も、県の制度の利
活用の推進のた
めＰＲを図ってい
く。

○

県の制度の利活用の推
進のためＰＲを行ったが、
制度の利活用は無かっ
た。

引き続き県の制度
の利活用の推進の
ためＰＲを図る。

28 1-2-1
文化スポ-ツ課（東
播磨文化団体連
合会）

文芸誌「東はりま
文化子午線」の発
行

専門家の知識、経
験を活かし文芸冊
子を発行する。

市民の文芸創作活
動を促すとともに、
優れた作品を提供
し、文芸の普及と
向上を図る。

年1回 - -
東はりま子午
線第44号が発
行された。

A

多くの市民の作
品が掲載された。
東はりま文化子
午線第44号が発
行され、優れた作
品が受賞した。

文芸誌「東はり
ま文化子午線」
の発行

専門家の知識、経
験を活かし文芸冊
子を発行する。

市民の文芸創作活
動を促すとともに、
優れた作品を提供
し、文芸の普及と
向上を図る。

年1回 - -
東はりま子午
線第45号が発
行された。

A

多くの市民の作
品が掲載された。
東はりま文化子
午線第45号が発
行され、優れた作
品が受賞した。

○
優れた作品を提供し、文
芸の普及と向上を図るこ
とができた。

団体と連携するとと
もに、優れた作品を
募集するため、チラ
シやポスターを各施
設に配布する。

29 1-2-1 生涯学習課 子ども会将棋大会
小学生を対象に将
棋大会を実施す
る。

将棋を通して、思
考力、判断力、決
断力の向上を図
る。

年1回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- -
子ども会将棋大
会

小学生を対象に将
棋大会を実施す
る。

将棋を通して、思
考力、判断力、決
断力の向上を図
る。

年1回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止した
ため。

将棋をとおして、子
どもたちの交流を図
り、思考力、判断
力、決断力を養う機
会を設けられるよう
支援する。

30 1-2-2 文化スポ-ツ課
高砂文化教室「高
砂学」での講師
（再掲1-2-1）

市民講師を募集
し、「高砂学」にて
講演や指導を行
う。

地域で活動してい
る人の知識、経験
を活用し、知識や
技術の普及に努め
る。

活動編
5回
講座編
3回
寺子屋編
1回
謡曲編
4回

85
（再掲）

25,204

活動編4回、講
座編3回、寺子
屋編1回開催
し、延193人が
参加した。
謡曲「高砂」の
お稽古動画を
作成しYoutube
及びホーム
ページに掲載
した。

B

新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響で活動編１回と
謡曲編を中止とし
たが、代替事業を
実施し、各講座で
高砂の歴史や文
化について理解
を深めることがで
きた。

高砂文化教室
「高砂学」での講
師
（再掲1-2-1）

市民講師を募集
し、「高砂学」にて
講演や指導を行
う。

地域で活動してい
る人の知識、経験
を活用し、知識や
技術の普及に努め
る。

活動編
5回
講座編
2回
寺子屋編
1回
謡曲編
4回

102 48,979

活動編5回、講
座編2回、寺子
屋編1回、謡曲
編4回開催し、
延220人が参
加した。
当日の様子を
ホ-ムペ-ジに
掲載し、講座
編「山片蟠桃」
については
Youtubeにも掲
載することによ
り、高砂の偉人
や歴史につい
て幅広く知って
もらうことがで
きた。

A

市民講師による
高砂学を実施す
ることで、高砂の
歴史や文化につ
いての知識を普
及することができ
た。

○

市民講師による事業の
実施により、市民が高砂
の歴史や文化について
学ぶことができた。

事業内容の見直し
や拡充を図る。地域
で活動している専門
的な人材を活用す
ることで、歴史や文
化を学ぶ新たな機
会を設ける。

31 1-2-2
文化スポ-ツ課
（国際交流）

翻訳・通訳ボラン
ティアの登録及び
派遣等

外国語の翻訳、通
訳ボランティアを募
集し、依頼により
派遣等を行う。

外国籍の方の日常
生活の支援や国際
交流に関する公的
機関の補助を行
う。また、庁内や市
内各団体の補助を
行う。

登録20人
80件

- -

医療や教育に
関する翻訳、
通訳業務（150
件）を行った。

A

翻訳ボランティア
の調整、派遣によ
り市内在住の外
国人に対し、支援
することができ
た。

翻訳・通訳ボラ
ンティアの登録
及び派遣等

外国語の翻訳、通
訳ボランティアを募
集し、依頼により派
遣等を行う。

外国籍の方の日常
生活の支援や国際
交流に関する公的
機関の補助を行
う。また、庁内や市
内各団体の補助を
行う。

登録20人
80件

- - 130件 A
事務局職員を主
体とした支援が主
であった

◎

コロナ禍で事業そのもの
が少なかったため、事務
局で相談にしっかりと向
き合えた

外国人児童の就学
について、人権推進
担当、学校、日本語
教育ボランティアと
連携を取って問題
解決へ取り組んだ

32 1-2-2 地域振興課
たかさご万灯祭で
のボランティア募
集

高砂市民ボラン
ティアの登録者に
活動依頼を行い、
キャンドル点灯に
係る作業や歴史ガ
イドの活動を行う。

登録者に、万灯祭
への積極的な参加
を促すことを目的と
する。

3団体 0 0

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- -
たかさご万灯祭
でのボランティア
募集

高砂市民ボラン
ティアの登録者に
活動依頼を行い、
キャンドル点灯に
係る作業や歴史ガ
イドの活動を行う。

登録者に、万灯祭
への積極的な参加
を促すことを目的と
する。

3団体 0 0

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

引き続き高砂市民
ボランティア登録制
度を活用して、地域
の文化活動へ積極
的に関わる人材の
育成及び拡大を目
指す。
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33 1-2-3
幼児保育課（保育
所・こども園）

伝承遊び等

祖父母や地域の高
齢者に七夕まつ
り、正月遊び、わら
べうた遊びなどを
教えてもらって遊
ぶ。

地域の異世代の人
たちと交流を持つ
ことで子供たちを
成長させる。

伝統や文
化に触れ
る機会を
持つ。

- -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- - 伝承遊び等

祖父母や地域の高
齢者に七夕まつ
り、正月遊び、わら
べうた遊びなどを
教えてもらって遊
ぶ。

地域の異世代の人
たちと交流を持つ
ことで子供たちを
成長させる。

伝統や文
化に触れ
る機会を
持つ。

- -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

現状維持

34 1-2-4 学校教育課
学校のクラブ活動
への指導者招聘

中学校の部活動指
導を、外部の講師
に委託する。

外部講師に委託す
ることにより、専門
的な技術指導を受
ける機会とする。

中学校の
希望に
添って配
置する。

1,665 1,535,000
中学校の希望
に沿って14名
配置した。

A

外部講師に委託
することにより、
専門的な技術指
導を受けることが
できた。

学校のクラブ活
動への指導者招
聘

中学校の部活動指
導を、外部の講師
に委託する。

外部講師に委託す
ることにより、専門
的な技術指導を受
ける機会とする。

中学校の
希望に
添って配
置する。

1,665 1,475,000
中学校の希望
に沿って13名
配置した。

A

外部講師に委託
することにより、
専門的な技術指
導を受けることが
できた。

○

外部講師から、専門的な
技術指導を受ける機会
が増え、生徒の技術向上
に役立てることにつな
がった。

中学校の部活動の
状況を勘案し、外部
の講師に指導を委
託する。

35 1-3-1
文化スポ-ツ課
（文化連盟加盟団
体）

文化まつり事業等
各種イベントへの参
加

保育園・幼稚園・学
校等に対して、文
化まつり事業等各
種イベントへの参加
を推進する。

市内の子どものた
めに文化活動の発
表の場を設け、感
性を磨く機会とす
る。

1回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で子ども
が参加できる
文化まつり事
業が中止と
なった。

- -
文化まつり事業
等各種イベントへ
の参加

保育園・幼稚園・学
校等に対して、文
化まつり事業等各
種イベントへの参加
を推進する。

市内の子どものた
めに文化活動の発
表の場を設け、感
性を磨く機会とす
る。

1回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で子ども
が参加できる
文化まつり事
業が中止と
なった。

- - - -

新型コロナウイルス
感染症の収束を見
据え、文化まつり事
業等各種イベントへ
の参加を推進する。

36 1-3-1
幼児保育課（保育
所・こども園）

保育活動（音楽
会、生活発表会
等）

保護者や地域の人
を招待し、音楽に
親しんだり、劇遊
びをする。

園の行事を通じ
て、日常的に文化
に触れる機会を増
やす。

- - -

音楽会や生活
発表会の中
で、音楽に親し
んだり、劇遊び
等を行った。

A

園の行事を通じ
て、日常的に子ど
もたちが、文化に
触れ、親しんでも
らうことができた。

保育活動（音楽
会、生活発表会
等）

保護者や地域の人
を招待し、音楽に
親しんだり、劇遊び
をする。

園の行事を通じ
て、日常的に文化
に触れる機会を増
やす。

- - -

音楽会や生活
発表会の中
で、音楽に親し
んだり、劇遊び
等を行った。

A

園の行事を通じ
て、日常的に子ど
もたちが、文化に
触れ、親しんでも
らうことができた。

○

園の行事を通じて、日常
的に子供たちが、文化に
触れ、親しんでもらうこと
ができた。

現状維持

37 1-3-1
幼児保育課（保育
所・こども園）

各種イベントでの
園児の作品展示

園児の制作した作
品や絵を展示す
る。

各種イベントでの
園児の作品展示す
ることで文化に親
しむ機会を与え
る。

- - -
各種イベントで
の園児の作品
展示を行った。

A

各種イベントで、
園児の作品を展
示することで、芸
術文化に親しん
でもらうことができ
た。

各種イベントで
の園児の作品展
示

園児の制作した作
品や絵を展示す
る。

各種イベントでの
園児の作品展示す
ることで文化に親
しむ機会を与え
る。

- - -
各種イベントで
の園児の作品
展示を行った。

A

各種イベントで、
園児の作品を展
示することで、芸
術文化に親しん
でもらうことができ
た。

○

各種イベントで、園児の
作品を展示することで、
芸術文化に親しんでもら
うことができた。

現状維持

38 1-3-1
幼児保育課（保育
所・こども園）

子育ち応援フェア

・歴史文化の継承
に取り組んでいる
行事等を紹介す
る。
・地域の民話の読
み聞かせや、参加
者が身体、歌、言
葉で表現して遊
ぶ。

市内の就学前のこ
ども達にふるさと
のことを知り、体で
表現する機会を与
える。

年1回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- -
子育ち応援フェ
ア

・歴史文化の継承
に取り組んでいる
行事等を紹介す
る。
・地域の民話の読
み聞かせや、参加
者が身体、歌、言
葉で表現して遊
ぶ。

市内の就学前のこ
ども達にふるさと
のことを知り、体で
表現する機会を与
える。

年1回 - -

各園で絵本の
読み聞かせや
手遊びなどの
企画を集め、
DVDとして希望
者へ配布した。

A

例年の子育ち応
援フェアの来場者
と比較して２倍以
上のDVDの配布
希望があったた
め。

○

フェアを通じて、子育ての
応援を行うとともに、市内
の就学前のこども達にふ
るさとの歴史や文化の伝
承の大切さを伝えること
ができた。

現状維持

39 1-3-1 学校教育課
芸術鑑賞会、教育
美術展、音楽会

小中学校におい
て、芸術鑑賞会、
教育美術展、音楽
会を行う。

芸術鑑賞会や美術
展、音楽会を行う
ことで、文化の関
心を高める。

芸術鑑賞
会や美術
展、音楽
会を行う。

196 0

コロナ禍にお
いて、教育美
術展や各学校
における音楽
会等は中止と
なった。

B

コロナ禍におい
て、児童生徒が
芸術に触れる機
会をできる範囲で
工夫して実施し
た。

芸術鑑賞会、教
育美術展、音楽
会

小中学校におい
て、芸術鑑賞会、
教育美術展、音楽
会を行う。

芸術鑑賞会や美術
展、音楽会を行う
ことで、文化の関
心を高める。

芸術鑑賞
会や美術
展、音楽
会を行う。

257 0

コロナ禍にお
いて、教育美
術展は中止と
なった。各学校
においては内
容を精神して
音楽会等を実
施した。

B

コロナ禍におい
て、児童生徒が
芸術等に親しむ
機会をできる範囲
で工夫して実施し
た。

○

芸術鑑賞会や音楽会の
実施により、児童生徒の
文化への関心を高められ
た。

芸術鑑賞会、音楽
会等の実施により、
鑑賞する楽しさを味
わわせるとともに、
自らを表現する力を
育む。

40 1-3-1 学校教育課
合唱コンク-ル、文
化祭

中学校において、
合唱コンク-ル、文
化祭を行う。

文化祭や合唱コン
ク-ルを計画的に
実施することによ
り、文化に対する
興味関心を高め
る。

文化祭や
合唱コンク
-ルを行
う。

- -

コロナ禍にお
いて、合唱コン
ク-ルを実施で
きなかったが、
内容を精選し
て文化祭を実
施した。

B

コロナ禍におい
て、内容を精選
し、文化祭を実施
し生徒の体験活
動の充実に努め
た。

合唱コンクー
ル、文化祭

中学校において、
合唱コンクール、
文化祭を行う。

文化祭や合唱コン
クールを計画的に
実施することによ
り、文化に対する
興味関心を高め
る。

文化祭や
合唱コン
クールを
行う。

- -

コロナ禍にお
いて、内容を精
選して合唱コン
ク-ル等を実施
した。

B

コロナ禍におい
て、内容を精選
し、文化祭を実施
し生徒の体験活
動の充実に努め
た。

○

教育課程に文化祭や合
唱コンクールを適切に位
置付け、実施することに
より、生徒の文化に対す
る興味関心を高めること
ができた。

生徒が音楽や美術
の分野において、表
現、創作、鑑賞の喜
びを味わい、生涯に
わたる文化に対す
る興味関心を高めら
れる取組を行う。

41 1-3-1 中央公民館
高砂市少年少女合
唱団

毎月3回の練習を
基本とし、年1回の
定期演奏会を開
催。各イベントに出
演する。

合唱を通じて団員
相互の親睦をはか
り、音楽性を高め、
情操豊かな少年少
女を育成する。

毎月3回
の練習と
各イベント
出演5回、
年1回の
定期演奏
会を開催

864 612,000

4,6,7月はお休
みにし、5月は
1/2の練習を実
施した。
3月に定期演
奏会を実施し
た。

B

新型コロナのた
め、予定の半分
程度しか実施でき
なかった。

高砂市少年少女
合唱団

毎月3回の練習を
基本とし、年1回の
定期演奏会を開
催。各イベントに出
演する。

合唱を通じて団員
相互の親睦をはか
り、音楽性を高め、
情操豊かな少年少
女を育成する。

毎月3回
の練習と
各イベント
出演5回、
年1回の
定期演奏
会を開催

864 792,000

合唱を通じて
団員相互の親
睦をはかり、音
楽性を高め、
情操豊かな少
年少女を育成
する「ことがで
きた。

A

新型コロナウィル
ス感染症により各
イベントは中止と
なり出演できな
かったが、練習に
関してはある程度
実施できた。

〇

新型コロナウィルス感染
症の感染対策として、全
員練習は控え、学年別で
練習をする等の工夫を凝
らし実施した。

継続
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42 1-3-1 消防（予防課） 防火ポスター
ポスターの募集を
行う。

火災予防啓発
各小学校
10点・計
100点

0 0

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- - 防火ポスター
ポスターの募集を
行う。

火災予防啓発
各小学校
10点・計
100点

108 82,830

各小学校から
目標とする枚
数の募集が
あった。

A
目標としていた、
募集枚数を達成
したため。

○

令和2年度にあっては、
新型コロナウイルスの影
響で実施できなかった
が、令和3年度にあって
は目標としている募集枚
数を達成したため。

火災予防啓発の一
環として継続して取
り組んでいく。

43 1-3-1 土木総務課 交通安全ポスタ-
ポスタ-の募集を行
う。

交通安全啓発 年1回 19 19,000

市内各小学校
から42点の応
募があり、審査
会で選考、39
点を選考し大
型商業施設で
掲示し、内8点
について、各学
校長を通じて
小学校で表彰
を行った。

A

コロナ禍の中で
も、ポスタ-の募
集を行い、大型商
業施設で掲示し、
子ども達に芸術
作品の創造と発
表する機会を提
供できた。
また、交通安全意
識の高揚と交通
ル-ルの遵守につ
いて多くの市民に
対し周知すること
ができた。

交通安全ポス
ター

ポスターの募集を
行う。

交通安全啓発 年1回 19 19,000

市内各小学校
から259点の応
募があり、審査
会で選考、38
点を選考し大
型商業施設で
掲示し、内8点
について本庁
舎で表彰を
行った。

Ａ

交通安全ポス
ターの募集を行
い、審査を行った
後、ポスターを大
型商業施設で掲
示し、子ども達に
芸術作品の創造
と発表する機会を
提供できた。ま
た、交通安全意
識の高揚と交通
ルールの遵守に
ついて多くの市民
に対し周知するこ
とができた。

○

交通安全ポスターの作成
を通し、交通事故の危険
性と交通ルールを守る事
の大切さを学び、交通安
全意識の向上を高める
事ができた。

継続して交通安全
ポスターの募集を行
い交通安全意識の
高揚を図る。

44 1-3-1 道路公園課
花と緑の写生コン
ク-ル

ポスタ-の募集を行
う。

市内の小中学生を
対象に、花や緑へ
の関心を高める。

年1回 250 115,943
年1回実施し、
940点の出品
があった。

A

ポスタ-の応募を
通して、子ども達
に芸術作品の創
造と発表する機
会を提供できた。
また、花や緑への
関心を高めること
ができた。

花と緑の写生コ
ンクール

ポスターの募集を
行う。

市内の小中学生を
対象に、花や緑へ
の関心を高める。

年1回 - -
年1回実施し、
2610点の出品
があった。

Ａ

ポスターの応募を
通して、子ども達
に芸術作品の創
造と発表する機
会を提供できた。
また、花や緑への
関心を高めること
ができた。

○

ポスターの応募を通し
て、子ども達に芸術作品
の創造と発表する機会を
提供できた。また、花や
緑への関心を高めること
ができた。

ポスターの応募を通
して、子ども達に芸
術作品の創造と発
表する機会を継続し
て提供する。

45 1-3-1 選挙管理委員会 選挙啓発ポスタ-
ポスタ-の募集を行
う。

選挙啓発 年1回 18 12,474

募集を１回行
い、市内小中
学校から57点
の応募があっ
た。

A

ポスタ-の応募を
通して、子ども達
に芸術作品の創
造と発表する機
会を提供できた。
また、児童、生徒
の選挙への関心
を高めることがで
きた。

選挙啓発ポス
ター

ポスターの募集を
行う。

選挙啓発 年1回 18 16,046
市内小中学校
から187点の応
募があった。

A

ポスターの応募を
通して、子ども達
に芸術作品の創
造と発表する機
会を提供できた。
また、児童、生徒
の選挙への関心
を高めることがで
きた。

○

ポスターの応募を通し
て、子ども達に芸術作品
の創造と発表する機会を
提供できた。また、児童、
生徒の選挙への関心を
高めることができた。

児童・生徒の選挙へ
の関心を高めるた
めにポスターの募集
を続ける。

46 1-3-1
文化スポ-ツ課（高
砂マラソン大会実
行委員会）

高砂マラソンポスタ
-

ポスタ-の募集を行
う。

マラソンへの関心
を高めポスタ-募集
を通して子ども達
が芸術作品を発表
する機会を提供す
る。

年1回 - -
市内各小学校
より275点の応
募があった。

A

ポスタ-の募集を
通して、こども達
に芸術作品の創
造と発表する機
会を提供できた。

高砂マラソンポ
スター

ポスターの募集を
行う。

マラソンへの関心
を高めポスター募
集を通して子ども
達が芸術作品を発
表する機会を提供
する。

年1回 - -
市内各小学校
より280点の応
募があった。

A

ポスタ-の募集を
通して、こども達
に芸術作品の創
造と発表する機
会を提供できた。

○

コロナ禍による高砂マラ
ソンの中止に伴い、ポス
ターの作製は行わなかっ
たが、ホームページに掲
載し、発表の場を設け
た。

ホームページを活用
することでより多くの
人々が作品を目に
する機会を提供し
た。

47 1-3-2 1-1-2 1-1-2

48 1-3-3
子育て支援課
（子育て支援セン
ター）

未就園児親子サ-
クル活動

「体験保育らんら
ん」や「すこやかグ
ル-プ」の活動を通
して子育てサ-クル
を育成する。

サ-クル活動の中
で季節の伝統行事
やわらべ歌等の伝
承遊びに触れ、興
味や関心を高め
る。

体験保育
1回
すこやか
グル-プ8
回

- -

体験保育１回
（全６日間）
（新型コロナ
ウィルス感染
症の影響によ
り事業縮小）
すこやかグル-
プ２グル-プ（全
４３日間）（２グ
ル-プは新型コ
ロナウイルス
感染症の影響
により中止）

B

子育てサ-クルを
育成する活動の
中で、季節の伝
統行事やわらべう
た等の伝統遊び
を行うことにより、
興味や関心を深
めることができ
た。

未就園児親子
サークル活動

「体験保育らんら
ん」や「すこやかグ
ループ」の活動を
通して子育てサー
クルを育成する。

サークル活動の中
で季節の伝統行事
やわらべ歌等の伝
承遊びに触れ、興
味や関心を高め
る。

体験保育
1回
すこやかグ
ループ4回

- -

体験保育0回
（新型コロナウ
イルス感染症
の影響により
中止）
すこやかグ
ループ4グルー
プ（全１９回）

Ｂ

子育てサークルを
育成する活動の
中で、季節の伝
統行事やわらべう
た等の伝承遊び
を行うことにより、
興味を深めること
ができた。

〇

子育てサークルを育成す
る活動の中で、季節の伝
統行事やわらべうた等伝
承遊びに触れ、興味や関
心を高めることができた。
また、親子同士の交流を
深めることができた。

子育てサークル育
成活動の中で、季
節の伝統行事、や
わらべうた等の伝承
を、親子の触れ合い
遊びを通して興味や
関心を高めていきた
い。
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49 1-3-4
子育て支援課
（子育て支援セン
タ-）

子育て支援センタ-
の各事業

つどいの広場、遊
びのキャラバン、
サ-クル交流会を
実施する。

各事業の中で季節
行事や伝統的な遊
びを取り入れて実
施する。

つどいの
広場193
回
遊びの
キャラバン
15回
サ-クル交
流会5回

- -

「つどいの広
場」
１４７回実施
「あそびのキャ
ラバン」１１回
「サ-クル交流
会」
４回
新型コロナウィ
ルス感染症の
影響により一
部中止

B

各事業の中で季
節行事や伝統的
な遊びを取り入
れ、興味を深める
ことができた。

子育て支援セン
ターの各事業

つどいの広場、遊
びのキャラバン、
サークル交流会を
実施する。

各支援センターで
開催のつどいの広
場を毎月、各地域
の公民館で開催し
地域の親子支援を
強化して実施す
る。　　　　　　　各
事業の中で季節行
事や伝統的な遊び
を取り入れて実施
する。

つどいの
広場184回
遊びの
キャラバン
15回
サークル
交流会5回

- -

つどいの広場
94回　　　　遊
びのキャラバン
8回
サークル交流
会2回
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により一
部中止

Ｂ

各支援センターで
開催のつどいの
広場を、各地域の
公民館等で開催
し地域の親子支
援ができた。
各事業の中で、
季節の遊びや行
事を取り入れ興
味を深めることが
できた。

〇

子育て支援センターの各
事業の中で季節行事や
伝統的な遊びに触れ、興
味や関心を高めることが
できた。

利用者の伝統行事
に関する遊びへの
興味や関心が高い
ため、今後も各事業
の中に取り入れて
いきたい。

50 1-3-4
子育て支援課
（子育て支援セン
タ-）

お話グル-プによる
絵本の読み聞かせ

おはなしル-ムを開
設し、絵本に親し
み、親子の交流を
深める。

おはなしル-ムを通
して、親子で絵本
や昔話に親しみ、
興味や関心を高め
る。

年間24回 - -

年間２０回実施
（４回は新型コ
ロナウイルス
感染症の影響
により中止）

B

おはなしル-ムを
通して、親子で絵
本や昔話に親し
み、興味や関心
が高まった。

お話グループに
よる絵本の読み
聞かせ

おはなしルームを
開設し、絵本に親
しみ、親子の交流
を深める。

おはなしルームを
通して、親子で絵
本や昔話に親し
み、興味や関心を
高める。

年間24回 - -

年間11回
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により一
部中止

Ｂ

おはなしルームを
通して、親子で絵
本や昔話に親し
み、興味や関心
が高まった。

○

おはなしルームの開設に
より親子で絵本に親しみ
交流を深めることができ
た。

身近なお話しルー
ムを通して絵本に親
しみ、子育てに絵本
を活用することを推
進する。

51 1-3-5 文化スポーツ課
ラトロ-ブ市との姉
妹都市交流

姉妹都市であるオ
-ストラリアのラトロ
-ブ市へ親善大使
を派遣及び受入を
行い、交流する。

姉妹都市であるオ
-ストラリアのラトロ
-ブ市と友好親善を
深めるとともに、国
際理解や関心を高
める。

派遣8人
受入10人
程度

4,300 0

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により今
年度中の派遣
受入れが困難
となり、中止し
た。

- -
ラトローブ市との
姉妹都市交流

姉妹都市である
オーストラリアのラ
トローブ市とのオン
ライン交流を実施
する。

姉妹都市である
オーストラリアのラ
トローブ市と友好
親善を深めるとと
もに、国際理解や
関心を高める。

オンライン
交流に
て、国際
理解を深
める。

- -
姉妹都市交流
は行わなかっ
た。

C
ラトローブ市側の
アクションがな
かった

△
ラトローブ市の6回にも及
ぶロックダウンにより、海
外交流ができなかった。

オンラインでの交流
を行う。

52 1-3-5 学校教育課

ＡＬＴの招聘
※ＡＬＴ：外国語授
業の補助を行う外
国語指導助手
（Assistant of
Language
Teacher）の略語。

英語圏内からALT
を招聘し、各小中
学校で授業や事業
を行う。

ALTと一緒に学習
することで英語に
興味を持ち学習意
欲を高める授業を
行う。

計画的に
配置す
る。

32,792 49,155,000

16小中学校に
ALT9人を配置
し授業や交流
を行った。

A

児童生徒はALTと
一緒に学習する
ことにより、英語
に興味持って意
欲的に取り組むこ
とができた。

ＡＬＴの派遣
※ＡＬＴ：外国語
授業の補助を行
う外国語指導助
手（Assistant of
Language
Teacher）の略
語。

委託契約を締結し
た業者を通じてALT
を派遣し、各小中学
校で授業や事業を
行う。

ALTと一緒に学習
することで英語に
興味を持ち学習意
欲を高める授業を
行う。

計画的に
配置す
る。

49,302 49,302,000

16小中学校に
ALT9人を配置
し授業や交流
を行った。

A

児童生徒はALTと
一緒に学習する
ことにより、英語
に興味を持って意
欲的に取り組むこ
とができた。

○

ALTと一緒に学習するこ
とにより、児童生徒は外
国語活動や英語に興味
を持ち、意欲的に取り組
むことができた。

ALTと担任や強化
担当教諭の連携を
大切にし、児童生徒
が一層、英語に興
味を持って意欲的に
取り組むことができ
るよう工夫する。

53 1-3-5
文化スポーツ課
（国際交流）

交流生の招聘に関
する支援

ラトロ-ブ市から交
流生を招聘するに
あたり、教育委員
会の支援を行う。

外国語教育の充実
及び異文化に対す
る理解や関心を高
めるための支援を
行う。

1人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
交流生の招聘に
関する支援

ラトローブ市から交
流生を招聘するに
あたり、教育委員
会の支援を行う。

外国語教育の充実
及び異文化に対す
る理解や関心を高
めるための支援を
行う。

1人 - -
ラトローブALT
は廃止となっ
た。

-
ラトローブALTは
廃止となった。

-
ラトローブALTは廃止と
なった。

市が検討要

54 1-3-5
文化スポーツ課
（国際交流）

トライやるウィ-クで
の生徒受け入れ

市内中学校より生
徒を受け入れ、国
際交流の仕事につ
いて学ぶ機会を提
供する。

国際交流の仕事を
通じて、国際理解
への関心を高め
る。

2人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
トライやるウィー
クでの生徒受け
入れ

市内中学校より生
徒を受け入れ、国
際交流の仕事につ
いて学ぶ機会を提
供する。

国際交流の仕事を
通じて、国際理解
への関心を高め
る。

2人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響で中止となっ
た。

令和4年度は受入可

55 1-3-5
文化スポーツ課
（国際交流）

子どもインタ-ナ
ショナルデイキャン
プ
（播磨町・稲美町と
の合同事業）

小学生を対象にし
たキャンプを実施
する。

他地域の子どもや
交流生と共に、
キャンプを通じて
英語を楽しく学ぶ
機会を提供する。

10人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -

子どもインター
ナショナルデイ
キャンプ
（播磨町・稲美町
との合同事業）

小学生を対象にし
たキャンプを実施
する。

他地域の子どもや
市内在住外国人ボ
ランティアと共に、
キャンプを通じて英
語を楽しく学ぶ機会
を提供する。

10人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

-
年度初めに会議
を開催し、中止を
決定した

-
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止と
なった。

令和4年度は実施予
定

8
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56 1-3-6
文化スポーツ課
（スポーツ少年団）

キッズクラブ
陸上競技場等で、
陸上、絵画、音楽
等の活動を行う。

遊びを通じて基礎
体力を養うととも
に、伝承遊び等を
取り入れ、文化・ス
ポ-ツ両面から活
動する場を設け
る。

月2回 - -

月2回実施し、
陸上のほか絵
画教室や書初
め等、文化活
動も行った。

A

伝承遊びほかさ
まざまな活動を取
り入れ、文化・ス
ポ-ツ両面から活
動する場を設ける
ことで地域文化の
関心を高めること
ができた。

キッズクラブ
陸上競技場等で、
陸上、絵画、音楽
等の活動を行う。

遊びを通じて基礎
体力を養うととも
に、伝承遊び等を
取り入れ、文化・ス
ポーツ両面から活
動する場を設け
る。

月2回 - -

月2回実施し、
陸上のほか絵
画教室や書初
め等、文化活
動も行った。

A

伝承遊びほかさ
まざまな活動を取
り入れ、文化・ス
ポ-ツ両面から活
動する場を設ける
ことで地域文化の
関心を高めること
ができた。

〇
文化・スポーツ両面から
活動する場を設けること
ができた。

継続して文化・ス
ポーツ両面から活
動する場を設けるよ
う支援する。

57 1-3-7 生涯学習課
放課後子ども教室
（再掲1-1-2）

放課後や週末等に
子どもの安全・安
心な活動拠点を設
け、文化活動等を
通して地域住民と
の交流を図る。

子どもが安全・安
心して活動できる
場の確保

学習の
場、体験
の場を提
供する。

4,231
（再掲）

3,353,558

各小学校等で
実施。年214
回、参加者
5,249名

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

放課後子ども教
室
（再掲1-1-2）

放課後や週末等に
子どもの安全・安
心な活動拠点を設
け、文化活動等を
通して地域住民と
の交流を図る。

子どもが安全・安
心して活動できる
場の確保

学習の
場、体験
の場を提
供する。

4,275 3,693,992

各小学校等で
実施。年３３３
回、参加者６,４
７２名

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

〇

放課後や週末等に子ども
の安全・安心な活動拠点
を設け、子どもの居場所
づくりの活動を実施でき
た。

引き続き実施する。

58 1-3-7 各公民館 ふれあい広場

地域の子どもを対
象として書道教室
などの各種教室を
開催する。

世代間相互の交流
を通しての体験学
習により、文化技
能等の伝承を図る
とともに地域の連
帯感を高める。

回数は未
定

90 0

地区公民館に
おいて、料理
教室を７回開
催した。

B

新型コロナのた
め、予定の半分
程度しか実施でき
なかった。

ふれあい広場

地域の子どもを対
象として書道教室
などの各種教室を
開催する。

世代間相互の交流
を通しての体験学
習により、文化技
能等の伝承を図る
とともに地域の連
帯感を高める。

夏休み等
に複数回
実施

65 50,000

地域の子ども
を対象として書
道教室、絵画
教室、料理教
室（特別編）な
どの教室を開
催した。

Ａ

新型コロナウィル
ス感染症の感染
対策を施し、ある
程度実施すること
ができた。

〇

新型コロナウィルス感染
症の感染対策を施し、あ
る程度実施することがで
きた。

継続

59 1-3-7
生涯学習課
（図書館）

「えほんのじかん」
「おはなし会」

読み聞かせボラン
ティアが、幼児から
小学校低学年の児
童を対象に、絵本
や物語の読み聞か
せ、スト-リ-テリン
グ等を行う。

子どもたちに本の
楽しさを伝え、子ど
もの想像力を豊か
にし、読書を通して
心の育成を図る。

・えほんの
じかん 月1
回

・おはなし
会 月1回

0 0

えほんのじか
んを月1回、お
はなし会を月2
回実施した。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

「えほんのじか
ん」「おはなし
会」

読み聞かせボラン
ティアが、幼児から
小学校低学年の児
童を対象に、絵本
や物語の読み聞か
せ、ストーリーテリ
ング等を行う。

子どもたちに本の
楽しさを伝え、子ど
もの想像力を豊か
にし、読書を通して
心の育成を図る。

・えほんの
じかん 月1
回

・おはなし
会 月1回

0 0

えほんのじか
んを月1回、お
はなし会を月2
回実施した。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

〇
子どもの読書活動を推進
できた。

引き続き実施する。

60 1-3-7 生涯学習課
子ども会リ-ダ-育
成研修会

団体行動の中で、
さまざまな体験活
動を行う。

体験活動を通し
て、他校区の子ど
も会リ-ダ-との交
流を深める。

年4回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染防止のた
め中止

- -
子ども会リー
ダー育成研修会

団体行動の中で、
さまざまな体験活
動を行う。

体験活動を通し
て、他校区の子ど
も会リーダーとの
交流を深める。

年4回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止した
ため。

様々な体験活動をと
おして、小・中学生
が学区や世代の垣
根を超えて、交流を
深められるよう支援
する。

61 1-3-7 生涯学習課
青少年健全育成事
業

文化活動を通し
て、青少年の異世
代交流を行う。

異年齢交流、異世
代交流による地域
活動を推進する。

異世代交
流を図る
事業を実
施する。

2,600 2,600,000

異世代交流事
業として、グラ
ンドゴルフ大会
やクリ-ンキャ
ンペ-ン等を実
施した。

A

新型コロナウイル
ス感染症予防対
策を講じ、異世代
交流を図ること
で、青少年が地
域の文化に親し
み、関心を高める
ことができた。

青少年健全育成
事業

文化活動を通し
て、青少年の異世
代交流を行う。

異年齢交流、異世
代交流による地域
活動を推進する。

異世代交
流を図る
事業を実
施する。

2,600 2,600,000

異世代交流事
業として、クリ-
ンキャンペ-ン
やグランドゴル
フ大会等を実
施した。

A

新型コロナウイル
ス感染症予防対
策を講じ、異世代
交流を図ること
で、青少年が地
域の文化に親し
み、関心を高める
ことができた。

〇

地域内での異世代交流
を図ることができ、地域
活動を促し、青少年関連
活動による地域社会を活
性化することができた。

地域内での異世代
交流を図ることがで
き、地域活動を促
し、青少年関連活動
による地域社会を
活性化できるよう支
援する。

62 1-3-7 生涯学習課 夏休み工作教室
小学生を対象に自
由木工工作を実施
する。

工作を通じて物づ
くりの楽しさを体験
する。

15人 40 39,600
工作教室を開
催し、小学生9
人が参加した。

A

木工をとおして、
物づくりの楽しさ
を体験する機会を
設けることができ
た。募集人数を15
人から9人に変更
し、新型コロナウ
イルス感染症予
防対策を講じ、開
催した。

夏休み工作教室
小学生を対象に自
由木工工作を実施
する。

工作を通じて物づ
くりの楽しさを体験
する。

15人 40 39,600
工作教室を開
催し、小学生9
名が参加した。

A

木工をとおして、
物づくりの楽しさ
を体験する機会を
設けることができ
た。募集人数を15
人から9人に変更
し、新型コロナウ
イルス感染症予
防対策を講じ、開
催した。

〇

木工をとおして、物づくり
の楽しさや達成感を得ら
れる体験を企画し、他校
区児童との交流を図るこ
とができた。

物づくりの楽しさとと
もに、木材に親しむ
場をつくり、木材や
環境に関する知識
を身につけられる機
会を設ける。

63 1-3-7 生涯学習課
中学生サイエンス
キャンプ

明石高専の教員を
講師に招き、中学
生を対象にした理
数講座を実施す
る。

理科・数学の知
識、理解を深め、
活用する能力を磨
く。

年1回 0 0

新型コロナウイ
ルス感染症の
感染防止のた
め中止

- -
中学生サイエン
スキャンプ

明石高専の教員を
講師に招き、中学
生を対象にした理
数講座を実施す
る。

理科・数学の知
識、理解を深め、
活用する能力を磨
く。

年1回 0 0

理数系講座・
実験を行う教
室を開催し、中
学生7名が参
加した。

A

学校の授業では
体験できない実
験や解説を受け、
科学への興味・関
心を育むことがで
きた。

〇

学校の授業では体験で
きない実験などの学習機
会を設け、理科・数学へ
の知識・理解を深め活用
する力を育むことができ
た。

継続して、学校の授
業では体験できない
実験などの学習機
会を設け、理科・数
学への知的好奇心
を高める。
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64 1-3-7 環境政策課 自然観察会

小学生の親子を対
象にため池周辺散
策やため池の観察
をし、建築残材を
使用した木工教室
を実施する。

自然観察や、建築
残材を使用した木
工教室と通じて、
環境保全の意識向
上を目指す。

年1回 38 34,838

18組49人の小
学生の親子が
参加し、ため池
の役割につい
て観察・学習
し、環境保全
の意識向上が
できた。

A

予定どおりの参
加者が怪我無く、
環境学習を行うこ
とができた。

自然観察会

小学生の親子を対
象にため池周辺散
策やため池の観察
をし、建築残材を
使用した木工教室
を実施する。

自然観察や、建築
残材を使用した木
工教室と通じて、
環境保全の意識向
上を目指す。

年1回 34 16,160

6組14人の小
学生の親子が
参加し、ため池
の役割につい
て観察・学習
し、環境保全
の意識向上が
できた。

A

予定どおりの参
加者が怪我無く、
環境学習を行うこ

とができた。

○

ため池の観察やそこで
拾った落ち葉や枝を工作
に使うことにより、将来を
担う子どもたちへの環境
意識を向上を図ることが
できた。

実際にため池や森
林を観察しながら自
然に触れ合うことに
より、環境意識の向
上を図る。

65 2-1-1 生涯学習課
ふるさと文化財登
録制度

既存の文化財類型
に収まらないもの
や、文化財価値に
こだわらず地域で
大切に継承されて
いる資源を、市民
から申請のあった
物件を登録し、周知
を図る。

地域ゆかりの文化
財を顕彰し継承す
ることで、市民が
主体となってふる
さと高砂を認識す
る資源として活用
できる。

毎年度１
件以上の
登録

0 0
登録がなかっ
た。

B

市民からの申請
を得るため、制度
の周知や申請の
説明等を積極的
に取り組む。

ふるさと文化財
登録制度

既存の文化財類型
に収まらないもの
や、文化財価値に
こだわらず地域で
大切に継承されて
いる資源を、市民
から申請のあった物
件を登録し、周知を
図る。

地域ゆかりの文化
財を顕彰し継承す
ることで、市民が
主体となってふる
さと高砂を認識す
る資源として活用
できる。

毎年度１
件以上の
登録

0 0
１件登録があっ
た。

Ａ

市民からの申請
により、文化財価
値にこだわらず地
域で大切に継承
されている資源を
登録し、周知する
ことができた。

○

既存の文化財類型にお
さまらず、地域の文化財
のすそ野を広げることが
できた。

引き続き実施する。

66 2-1-2 文化スポーツ課
文化奨励賞、文化
功労賞

・文化賞検討委員
会を開催し、文化
奨励賞を推薦す
る。
・文化連盟より文
化功労賞の推薦を
依頼する。

文化の興隆に貢献
した者等を表彰制
度により顕彰す
る。

文化奨励
賞
2人
文化功労
賞
5人

41 27,000

文化奨励賞２
人、文化功労
賞３人を推薦し
た。

A

文化賞検討委員
会を開催し、文化
奨励賞を推薦す
ることができた。
また、文化連盟よ
り文化功労賞の
推薦を受けた。

文化奨励賞、文
化功労賞

・文化賞検討委員
会を開催し、文化
奨励賞を推薦す
る。
・文化連盟より文
化功労賞の推薦を
依頼する。

文化の興隆に貢献
した者等を表彰制
度により顕彰す
る。

文化奨励
賞
2人
文化功労
賞
5人

36 27,000

文化奨励賞1
名
文化功労賞4
名
を推薦し、5名
受賞した。

A

各賞ともに目標に
している推薦人数
に達していない
が、候補者の業
績を考え評価をA
としている。

〇

目標としている推薦人数
に令和2年度、3年度と達
成できていないが、推薦
される候補者は、いずれ
も素晴らしい業績を残し
ている。そのため、目的
をおおむね果たせている
と考える。

目標の見直しや潜
在候補者の調査を
おこなう。

67 2-1-3 文化スポ-ツ課
高砂文化教室
「高砂学」
（再掲1-1-1）

市民講師による案
内でまち歩きを行
い、高砂市内の文
化財建造物や史跡
を見学する。

まち歩きを通して
高砂市内の文化財
建造物や史跡に関
心を持ってもらう。

年1回
（高砂学
活動編）

5 0

「高砂学」活動
編にて伊保ま
ち歩きを開催。
５２人が参加し
た。

A

まち歩きを通し
て、高砂市内の
文化財建造物や
史跡に関心を
持ってもらうこと
ができた。

高砂文化教室
「高砂学」
（再掲1-1-1）

市民講師による案
内でまち歩きを行
い、高砂市内の文
化財建造物や史跡
を見学する。

まち歩きを通して
高砂市内の文化財
建造物や史跡に関
心を持ってもらう。

年1回
（高砂学
活動編）

- -

歴史ガイドクラ
ブの案内によ
る「山片蟠桃の
生誕の地を巡
る」を開催し、
35名が参加し
た

A

まち歩きを通して
市内の文化財建
造物や史跡に関
心をもってもらうこ
とができた。

〇
市内の文化財建造物や
史跡に関心をもつ機会を
提供することができた。

市内の文化財建造
物や史跡について
身近に感じてもらう
機会を増やす。

68 2-1-3 教育センタ- 歴史史跡探訪

高齢者大学の生徒
に対し、市内の史
跡めぐりの授業を
提供する。

市内の史跡を再確
認し、関心を持って
もらう。

市内各地
区で4回実
施

- -

高齢者大学の
カリキュラムに
おいて市内の
史跡めぐりの
授業を提供し、
実際に体験す
ることにより理
解を深めても
らった。

A
目標4回を達成で
きた。

歴史史跡探訪

高齢者大学の生徒
に対し、市内の史
跡めぐりの授業を
提供する。

市内の史跡を再確
認し、関心を持って
もらう。

市内各地
区で4回実
施

- -

高齢者大学の
カリキュラムに
おいて市内の
史跡めぐりの
授業を提供し、
実際に体験す
ることにより理
解を深めても
らった。

A
目標4回を達成で
きた。

◎
目標年4回を達成でき
た。

地元に住んでいる
方でも、実際に歩い
てみて初めて知った
ということがあり、楽
しかったとの感想を
頂いた。

69 2-1-3 生涯学習課 申義堂の活用

高砂市に保存継承
されてきた文化財建
造物を維持管理す
るとともに、一般公
開し、関連する講演
会・展示活動等を行
う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

申義堂
土日祝日
公開、平
日利用の
促進と関
連イベント
との協働

1,178 996,071

土日祝日の一
般公開や、平
日の臨時公開
を行った。利用
者数は、個人
244人、団体
368人、計612
人

A

指定文化財を活
用し、一般公開を
行い、市内外の
方に市の歴史・文
化資源を周知・啓
発することができ
た。

申義堂の活用

高砂市に保存継承
されてきた文化財建
造物を維持管理す
るとともに、一般公
開し、関連する講演
会・展示活動等を行
う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

申義堂
土日祝日
公開、平
日利用の
促進と関
連イベント
との協働

1,178 1,072,062

土日祝日の一
般公開や、平
日の臨時公開
を行った。利用
者数は、個人
263人、団体
422人、計685
人

Ａ

指定文化財を活
用し、一般公開を
行い、市内外の
方に市の歴史・文
化資源を周知・啓
発することができ
た。

○
教育の原点である文化
財建造物を保存活用す
ることができた。

引き続き実施する。

70 2-1-3 生涯学習課
旧入江家住宅の活
用

高砂市に保存継承
されてきた文化財建
造物を維持管理す
るとともに、一般公
開し、関連する講演
会・展示活動等を行
う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

旧入江家
住宅
年１回公
開

2,406 2,385,162

入江家公開の
見学会を年2回
開催し、11月7･
8日393人、3月
6・7日693人､
計1,086人の参
加があった。

A

指定文化財を活
用し、夜間の公開
と11月初旬に定
期公開を行い、市
内外の方に市の
歴史・文化資源を
周知・啓発するこ
とができた。

旧入江家住宅の
活用

高砂市に保存継承
されてきた文化財建
造物を維持管理す
るとともに、一般公
開し、関連する講演
会・展示活動等を行
う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

旧入江家
住宅
年１回公
開

8,181 8,020,680

入江家公開の
見学会を年4回
開催し、8月7
日78人、10月
30日42人、11
月6・7日348
人、3月5・6日
882人､計1,350
人の参加が
あった。

Ａ

指定文化財を活
用し、11月初旬の
定期公開などを
行い、市内外の
方に市の歴史・文
化資源を周知・啓
発することができ
た。

○

未整備のため常時公開
ができていないが、かけ
がえのない文化財建造
物を維持管理し、臨時公
開で市民に周知すること
ができた。

引き続き実施する。

71 2-1-3
文化スポ-ツ課
（スポ-ツクラブ21）

ウォ-キングマップ
の活用

ウォ-キングマップ
を活用し、交流
ウォ-キングを実施
する。

交流ウォ-キングに
おいて、ウォ-キン
グマップを活用す
ることにより、歴史
的遺産を紹介す
る。

1回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- -
ウォーキング
マップの活用

ウォーキングマップ
を活用し、交流
ウォーキングを実
施する。

交流ウォーキング
において、ウォー
キングマップを活
用することにより、
歴史的遺産を紹介
する。

1回 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響により中
止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止と
なった。

ウォーキングを通
じ、文化資源の普及
や市民の文化資源
に対する興味、関心
を引き出す。
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72 2-1-4 学校教育課
「ふるさと高砂学」
における高砂ゆか
りの人物の学習

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を参
考に、社会科の時
間を中心に学習す
る。

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を参
考に、社会や総合
的な学習の時間を
中心に学習し、関
心を高める。

高砂にゆ
かりのあ
る人物に
ついて各
校で計画
的に実施
する。

- -

高砂にゆかり
のある人物に
ついて各校で
計画的に学習
を実施した。

A

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を
参考にして、社会
や総合的な学習
の時間を中心に
学習し、関心を高
めることができ
た。

「ふるさと高砂
学」における高
砂ゆかりの人物
の学習

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を参
考に、社会科の時
間を中心に学習す
る。

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を参
考に、社会や総合
的な学習の時間を
中心に学習し、関
心を高める。

高砂にゆ
かりのあ
る人物に
ついて各
校で計画
的に実施
する。

- -

高砂にゆかり
のある人物に
ついて各校で
計画的に学習
を実施した。

A

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を
参考にして、社会
や総合的な学習
の時間を中心に
学習し、関心を高
めることができ
た。

○

「ふるさと高砂学」の活用
に加え、小学生の使用す
る社会科副読本の改訂
を実施し、３・４年生を中
心に使用する中でゆかり
のある人物について学ぶ
ことができた。

限りある学習時間で
はあるが、ふるさと
の発展に寄与した
人物について学び
を深めるとともに、
ふるさとを思う気持
ちの向上を図る。

73 2-1-5 文化スポ-ツ課
高砂ゆかりの人物
の顕彰

以下の事業を実施
及び支援する。
高砂文化教室
活動編（宮本武蔵・
伊織）の実施
広報にてゆかりの
人物を紹介記事の
掲載

市や団体が事業等
を実施することに
より、ゆかりの人
物やその功績を周
知する。

事業1回
広報6回

34 4,280

高砂学活動編
二天一流を開
催し、21人が
参加した。
広報にてゆか
りの人物を5人
紹介した。

A

事業や活動団体
の紹介等を行うこ
とで、高砂ゆかり
の人物について
検証を行うことが
できた。

高砂ゆかりの人
物の顕彰

以下の事業を実施
及び支援する。
高砂文化教室
活動編（宮本武蔵・
伊織、山片蟠桃）、
講座編（山片蟠桃）
の実施

市や団体が事業等
を実施することに
より、ゆかりの人
物やその功績を周
知する。

事業3回 55 35,350

高砂文化教室
高砂学を実施
した。
活動編二天一
流には6人、活
動編まちある
きには35人、
講座編山片蟠
桃には84人が
参加した。

A

高砂学の実施に
より、高砂ゆかり
の人物の顕彰を
行うことができ
た。

〇

広報たかさごを活用し、
高砂ゆかりの人物を紹介
することができた。
令和３年度は山片蟠桃
の没後200年記念であ
り、蟠桃に関しての事業
を増やしたことで、顕彰
することができた。

今後も「高砂学」の
事業等を通じて高砂
ゆかりの人物を顕
彰していくことによ
り、ふるさとの良さを
再発見し、誇りをも
てるようにする。

74 2-1-5
公共施設マネジメ
ント室

電話待受ＢＧＭ
庁内電話の待受音
を「月の沙漠」にす
る。

ゆかりの人物であ
る「佐々木すぐる」
の啓発

庁内電話
の待受音
を「月の沙
漠」にす
る。

0 0

庁内電話の待
受音として「月
の沙漠」を活用
した。

A
庁内電話の待受
音として「月の沙
漠」を活用した。

電話待受ＢＧＭ
庁内電話の待受音
を「月の沙漠」にす
る。

ゆかりの人物であ
る「佐々木すぐる」
の啓発

庁内電話
の待受音
を「月の沙
漠」にす
る。

0 0

庁内電話の待
受音として「月
の沙漠」を活用
した。

A
庁内電話の待受
音として「月の沙
漠」を活用した。

○
庁内電話の待受音として
「月の沙漠」を活用し啓発
が図れた。

佐々木すぐる氏の
顕彰に寄与するた
め、継続して行う。

75 2-1-5
公共施設マネジメ
ント室

庁内ＢＧＭ
昼休み時間に「月
の沙漠」などの童
謡をＢＧＭで流す。

ゆかりの人物であ
る「佐々木すぐる」
の啓発

昼休みの
ＢＧＭとし
て「月の沙
漠」を流
す。

0 0

昼休みのＢＧ
Ｍとして「月の
沙漠」を活用し
た。

A
昼休みのＢＧＭと
して「月の沙漠」を
活用した。

庁内ＢＧＭ
昼休み時間に「月
の沙漠」などの童
謡をＢＧＭで流す。

ゆかりの人物であ
る「佐々木すぐる」
の啓発

昼休みの
ＢＧＭとし
て「月の沙
漠」を流
す。

0 0

昼休みのＢＧ
Ｍとして「月の
沙漠」を活用し
た。

A
昼休みのＢＧＭと
して「月の沙漠」を
活用した。

○
昼休みのＢＧＭとして「月
の沙漠」を活用し啓発が
図れた。

佐々木すぐる氏の
顕彰に寄与するた
め、継続して行う。

76 2-1-5 青少年センタ- 子ども見守り放送

小学校低学年児童
の下校に合わせ、
見守り活動の開始
合図として、防災
行政無線で月の沙
漠のメロディを放
送する。

児童の見守り活動
開始合図を知らせ
るとともに、本市出
身の佐々木すぐる
氏を顕彰する。

土曜日、
日曜日及
び学校の
長期休業
日等を除
き、毎日
午後2時
30分に放
送する。

0 0

土曜日、日曜
日及び学校の
長期休業日等
を除き、毎日午
後2時30分に放
送を行った。

A

高砂ゆかりの人
物である佐々木
すぐる氏の顕彰
に寄与することが
できた。

子ども見守り放
送

小学校低学年児童
の下校に合わせ、
見守り活動の開始
合図として、防災
行政無線で月の沙
漠のメロディを放送
する。

児童の見守り活動
開始合図を知らせ
るとともに、本市出
身の佐々木すぐる
氏を顕彰する。

土曜日、
日曜日及
び学校の
長期休業
日等を除
き、毎日
午後2時
30分に放
送する。

0 0

土曜日、日曜
日及び学校の
長期休業日等
を除き、毎日午
後2時30分に放
送を行った。

A

高砂ゆかりの人
物である佐々木
すぐる氏の顕彰
に寄与することが
できた。

○

下校時の児童見守り活
動開始合図としてのメロ
ディ放送が定着し、高砂
ゆかりの人物である佐々
木すぐる氏の顕彰に寄与
することができた。

今後も継続して実施
していきたい。

77 2-2-1 生涯学習課
市史に関する歴史
的資料の収集、保
存、整理

現存する歴史的資
料の調査・収集を
行い、それらの保
存整理を行う。

市史刊行にあたり
収集した資料を、
刊行後、活用できる
ように整理する。

高砂市に
まつわる
歴史的資
料の収集

1,000 1,000,000

史料調査(中須
家文書1,400点
他)を実施し、
文化施設で調
査成果を展示
した(展示期間
入館者数
23,992人他）。

A

歴史的資料を調
査・整理し展示を
通じて、広く市民
に対して情報提
供することができ
た。

市史に関する歴
史的資料の収
集、保存、整理

現存する歴史的資
料の調査・収集を
行い、それらの保
存整理を行う。

市史刊行にあたり
収集した資料を、
刊行後、活用できる
ように整理する。

高砂市に
まつわる
歴史的資
料の収集

9,000 900,000

史料調査(中須
家文書1,400点
他)を実施し、
文化施設で調
査成果を展示
した(展示期間
入館者数
39,529人他）。

Ａ

歴史的資料を調
査・整理し展示を
通じて、広く市民
に対して情報提
供することができ
た。

○

地域の歴史を記録した史
料を将来に継承するため
に調査し活用することが
できた。

引き続き実施する。

78 2-2-2 生涯学習課
図書館運営管理事
業（再掲1-2-1）

高砂市立図書館名
誉館長（歴史文化
推進員）を配置し
講演会等を実施す
る。

高砂市立図書館を
活動拠点として歴
史及び文化の振興
又は啓発を促進す
る。

名誉館長
講座とＨＯ
ＭＥＴＯＷ
Ｎゼミ（年8
回）を実施

240
（再掲）

240,000

年間25回の講
座とゼミを実施
し、271人の参
加があった。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

図書館運営管理
事業（再掲1-2-
1）

高砂市立図書館名
誉館長（歴史文化
推進員）を配置し
講演会等を実施す
る。

高砂市立図書館を
活動拠点として歴
史及び文化の振興
又は啓発を促進す
る。

名誉館長
講座とＨＯ
ＭＥＴＯＷ
Ｎゼミ（年8
回）を実施

380 280,000

年間１９回の講
座とゼミを実施
し、１４９人の
参加があった。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

〇

高砂市立図書館を活動
拠点として歴史及び文化
の振興又は啓発を促進
する事業を実施できた。

引き続き実施する。

79 2-2-3 生涯学習課
市指定文化財案内
板

市指定の建造物・
史跡の周知を図る
ため、案内板を設
置する。

標柱（案内板）を設
置することにより、
市指定文化財の周
知を行い、後世へ
継承する。

新指定の
件数

0 0

新指定がな
かったため、案
内板の設置は
なかった。

-

今後、新指定が
あれば、案内板
の設置を行い、後
世への文化財の
継承を図ってい
く。

市指定文化財案
内板

市指定の建造物・
史跡の周知を図る
ため、案内板を設
置する。

標柱（案内板）を設
置することにより、
市指定文化財の周
知を行い、後世へ
継承する。

新指定の
件数

0 0

新指定がな
かったため、案
内板の設置は
なかった。

Ｂ

今後、新指定が
あれば、案内板
の設置を行い、後
世への文化財の
継承を図ってい
く。

△
新指定がなかったため、
案内板の設置はなかっ
た。

今後、新指定があ
れば、継続して案内
板の設置を行い、後
世への文化財の継
承を図っていく。

80 2-2-3 文化スポーツ課
ふるさと文化財案
内板（標柱）

ふるさと文化財とし
て登録された財産
について、竜山石
製の標柱（案内板）
を設置する。
また、案内板の周
知を行う。

標柱（案内板）によ
り、ふるさと文化財
の周知を行い、後
世へ継承する。

広報、ホ-
ムペ-ジで
周知す
る。

163 161,700

石造地蔵菩薩
坐像『川地蔵』
のふるさと文化
財案内板（1
本）について
ホームページ
に掲載した。

A

石造地蔵菩薩坐
像『川地蔵』のふ
るさと文化財案内
板についてホ-ム
ペ-ジに掲載し、
市民に紹介する
ことができた。

ふるさと文化財
案内板（標柱）

ふるさと文化財とし
て登録された財産
について、竜山石
製の標柱（案内板）
を設置する。
また、案内板の周
知を行う。

標柱（案内板）によ
り、ふるさと文化財
の周知を行い、後
世へ継承する。

広報、
ホーム
ページで
周知す
る。

- -

案内板の増設
はなかったが、
ふるさと文化財
についてホー
ムページに掲
載した。

A

既存のふるさと文
化財について
ホームページに
掲載し、周知を図
ることができた。

〇

ふるさと文化財の周知と
ともに、文化資源である
竜山石を活用することが
できた。

新しく指定があった
場合には、標柱の
設置を継続する。
ホームページ、広報
紙等に掲載し周知
をする。
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81 2-2-4 都市政策課
高砂町景観地区指
定

県条例に基づき、
景観形成地区指定
を行う。

景観まちづくりを推
進する。

届出に応
じて

18 10,515

景観の形成等
に関する条例
による届出件
数　15件

A

条例に基づき、届
け出を受理し、高
砂町の景観まち
づくりの推進を図
ることができた。

高砂町景観地区
指定

県条例に基づき、
景観形成地区指定
を行う。

景観まちづくりを推
進する。

届出に応
じて

13 4,378

景観の形成等
に関する条例
による届出件
数　19件

A

条例に基づき、届
け出を受理し、高
砂町の景観まち
づくりの推進を図
ることができた。

○
高砂町の景観まちづくり
の推進を図ることができ
た。

引き続き景観まちづ
くりを推進するた
め、条例に基づく届
出制度の周知を行
う。

82 2-2-4 文化スポーツ課
高砂文化教室「高
砂学」（子ども寺子
屋）

申義堂等を活用
し、小学生を対象
に、お琴等の体験
教室を行う。

伝統文化に触れる
とともに、文化財を
周知・啓発する。

1回 0 0

子ども寺子屋
を開催し、1２
人の参加者が
あった。

A

伝統文化の体験
を、申義堂で開催
することにより、
子ども達が文化
財について深め
ることができた。

高砂文化教室
「高砂学」（子ど
も寺子屋）

申義堂等を活用
し、小学生を対象
に、お琴等の体験
教室を行う。

伝統文化に触れる
とともに、文化財を
周知・啓発する。

1回 0 0

「高砂学」子ど
も寺子屋を開
催し、5人が参
加者した。

A

伝統文化の体験
を、申義堂で開催
することにより、
子ども達が文化
財について深め
ることができた。

○
体験を通して、伝統文化
に触れ、文化財を周知す
ることができた。

文化財を活用できる
事業を継続して実施
し、周知する機会を
設ける。

83 2-2-5 2-1-3 2-1-3

84 2-2-6 文化スポーツ課
高砂文化教室「高
砂学」謡曲編

市民講師による謡
曲教室を開催す
る。

市民の謡曲「高砂」
への関心を高め、
より多くの人が謡
えるようにする。

4回 10 550

「高砂学」謡曲
編は中止とし
たが、謡曲「高
砂」のお稽古
動画を作成し
Youtube及び
ホームページ
に掲載し、
1,000回以上再
生された。

A

市民の謡曲「高
砂」への関心を高
めることができ
た。

高砂文化教室
「高砂学」謡曲編

市民講師による謡
曲教室を開催す
る。

市民の謡曲「高砂」
への関心を高め、
より多くの人が謡
えるようにする。

4回 10 4,650
「高砂学」謡曲
編を実施し、7
人が参加した。

Ａ

市民の謡曲「高
砂」への関心を高
め、より多くの方
が謡えるように
なった。

○

謡曲「高砂」のYoutube動
画は令和3年度末時点で
2,000回程度再生され、
市民の関心を高めること
ができた。
高砂学をの実施により市
内外の多くの人が謡曲を
学ぶことができた。

継続して謡曲「高
砂」を学ぶ機会を提
供し、謡曲「高砂」の
普及と伝統文化の
継承に努める。

85 2-2-6 文化スポーツ課
謡曲「高砂」のＣＤ
配付

市民課窓口におい
て、婚姻届を提出
した人に謡曲「高
砂」のＣＤを配付す
る。

謡曲「高砂」を聴く
機会を設けるとと
もに、高砂市が謡
曲「高砂」ゆかりの
地であることをＰＲ
する。

300件 78 73,890

婚姻届を提出
した方に謡曲
「高砂」のCDを
296枚配布、市
美術展入賞者
58人など、謡
曲「高砂」のＣ
Ｄを合計404枚
配布した。

A

多くの方が謡曲
「高砂」を聴く機会
を設け、謡曲「高
砂」のＰＲをするこ
とができた。

謡曲「高砂」のＣ
Ｄ配付

市民窓口課におい
て、婚姻届を提出
した人に謡曲「高
砂」のＣＤを配付す
る。

謡曲「高砂」を聴く
機会を設けるとと
もに、高砂市が謡
曲「高砂」ゆかりの
地であることをＰＲ
する。

300件 78 82,900

婚姻届を提出
した方に謡曲
「高砂」のCDを
281枚配布、市
美術展入賞者
46人など、謡
曲「高砂」のＣ
Ｄを合計371枚
配布した。

A

多くの方が謡曲
「高砂」を聴く機会
を設け、謡曲「高
砂」のＰＲをするこ
とができた。

○
謡曲「高砂」に触れ、市内
外の多くの人が学ぶ機会
を設けることができた。

継続して謡曲「高
砂」を学ぶ機会をつ
くり、伝統文化の継
承に努める。

86 2-2-6
文化スポーツ課
（謡曲「高砂」普及
の会）

謡曲「高砂」普及の
会

・謡曲「高砂」の普
及について協議す
る。
・謡曲「高砂」のＣＤ
の制作、販売

謡曲「高砂」に親し
み、市民の「謡」と
して根付かせる礎
を醸成する。

謡曲「高
砂」の普
及

- -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
謡曲「高砂」普及
の会

・謡曲「高砂」の普
及について協議す
る。
・謡曲「高砂」のＣＤ
の制作、販売

謡曲「高砂」に親し
み、市民の「謡」と
して根付かせる礎
を醸成する。

謡曲「高
砂」の普
及

- -
実施しなかっ
た。

C 実施しなかった。 - -
令和４年度以降廃
止する。

87 2-2-7 生涯学習課
文化資源（石の宝
殿・竜山石切場）の
保存、活用

史跡保存活用計画
を軸に策定した整
備基本計画を元に
整備工事を実施す
る。

市内唯一の国史跡
で、石の文化の中
心である「石の宝
殿及び竜山石採石
遺跡」の、文化財
保護を図る。

史跡整備
工事の実
施

2,055 1,798,116

史跡整備基本
計画に基づき、
生石神社・加
茂神社が実施
する次年度の
工事設計や史
跡整備工事の
実施を補助し
た。

A

史跡整備基本計
画に基づき、具体
的な史跡の保存
活用の推進を図
ることができた。

文化資源（石の
宝殿・竜山石切
場）の保存、活
用

史跡保存活用計画
を軸に策定した整
備基本計画を元に
整備工事を実施す
る。

市内唯一の国史跡
で、石の文化の中
心である「石の宝
殿及び竜山石採石
遺跡」の、文化財
保護を図る。

史跡整備
工事の実
施

4,248 4,105,701

史跡整備基本
計画に基づき、
生石神社・加
茂神社が実施
する次年度の
工事設計や史
跡整備工事の
実施を補助し
た。

Ａ

史跡整備基本計
画に基づき、具体
的な史跡の保存
活用の推進を図
ることができた。

○

計画に基づき市内唯一
の国史跡の整備を実施
し、促進を図ることができ
た。

計画に基づき引き
続き実施する。

88 2-2-7
シティプロモ-ショ
ン室

日本三奇観光パ-
トナ-シップ

高砂市観光交流
ビュ-ロ-と連携・協
力し、日本三奇（宮
城県塩竈市「四口
の神釜」、宮崎県
高原町「天之逆
鉾」、高砂市「石乃
寳殿」）をイベント
等でＰＲする。

3市町の観光関係
団体が連携した取
組みを行うことに
よって日本三奇（宮
城県塩竈市「四口
の神釜」、宮崎県高
原町「天之逆鉾」、
高砂市「石乃寳
殿」）をＰＲする。

市外のイ
ベントに参
加しＰＲす
る。（年1
回以上）

- -

各種観光PRの
機会に日本三
奇のパンフレッ
ト配布を行っ
た。
生石神社観光
客入込数
49,700人
（令和元年
63,600人）

B

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で市外のイベント
への参加はでき
なかった。また、
同じくコロナの影
響で観光客は減
少したが、日本三
奇のパンフレットを
配布することにより
PRを図ることがで
きた。

日本三奇観光
パートナーシップ

高砂市観光交流
ビューローと連携・
協力し、日本三奇
（宮城県塩竈市「四
口の神釜」、宮崎
県高原町「天之逆
鉾」、高砂市「石乃
寳殿」）をイベント
等でＰＲする。

3市町の観光関係
団体が連携した取
組みを行うことに
よって日本三奇（宮
城県塩竈市「四口
の神釜」、宮崎県高
原町「天之逆鉾」、
高砂市「石乃寳
殿」）をＰＲする。

市外のイ
ベントに参
加しＰＲす
る。（年1
回以上）

0 0

各種観光PRの
機会に日本三
奇のパンフレッ
ト配布を行っ
た。　　生石神
社観光客入込
数46,060人（令
和2年　49,700
人）

B

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で市外のイベント
への参加はでき
なかった。また、
同じくコロナの影
響で観光客は減
少したが、日本三
奇のパンフレットを
配布することにより
PRを図ることがで
きた。

△

新型コロナウイルス感染
症の影響で、３市町の観
光関係団体が連携した
取組が実施できなかっ
た。

生石神社参集殿で
新たに観光案内所
「浮石資料館」を
オープンし、日本三
奇のPRの促進を
図っていく。
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89 2-2-7 消防（総務課）
高砂分署旧庁舎保
存活用事業

高砂分署旧庁舎を
水防倉庫に活用す
るとともに、文化観
光資源として保存
する。

高砂分署旧庁舎を
水防倉庫に活用
し、消防の歴史に
触れながら、火災
予防の普及啓発に
努めるとともに、文
化観光資源として
保存、活用を図
る。

１階は水
防倉庫と
して使用
し、２階は
消防の歴
史に触れ
ながら、火
災予防の
普及啓発
に努める
とともに、
来館者数
を昨年度
より約10％
のアップを
目標とす
る。

151 125,355
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
高砂分署旧庁舎
保存活用事業

高砂分署旧庁舎を
水防倉庫に活用す
るとともに、文化観
光資源として保存
する。

高砂分署旧庁舎を
水防倉庫に活用
し、消防の歴史に
触れながら、火災
予防の普及啓発に
努めるとともに、文
化観光資源として
保存、活用を図
る。

１階は水
防倉庫と
して使用
し、２階は
消防の歴
史に触れ
ながら、火
災予防の
普及啓発
に努める
とともに、
来館者数
を昨年度
より約10％
のアップを
目標とす
る。

205 136,993
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響で中止

-

90 2-2-8
文化スポ-ツ課
（謡曲「高砂」普及
委員会）

謡曲「高砂」普及の
会
（再掲2-2-6）

・謡曲「高砂」の普
及について協議す
る。
・謡曲「高砂」のＣＤ
の制作、販売

謡曲「高砂」に親し
み、市民の「謡」と
して根付かせる礎
を醸成する。

謡曲「高
砂」の普
及

- -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
謡曲「高砂」普及
の会
（再掲2-2-6）

・謡曲「高砂」の普
及について協議す
る。
・謡曲「高砂」のＣＤ
の制作、販売

謡曲「高砂」に親し
み、市民の「謡」と
して根付かせる礎
を醸成する。

謡曲「高
砂」の普
及

- -
実施しなかっ
た。

C 実施しなかった。 - -
令和４年度以降廃
止する。

91 2-2-8

シティプロモ-ショ
ン室
（ア-トタウンプロ
ジェクト研究会）

ア-トタウンプロ
ジェクト研究会

・空き家、空き店舗
を利用したイベント
の情報交換をす
る。
・文化財や文化資
源の利活用につい
て協議する。

空き家、空き店舗
の利用方法やイベ
ントの情報交換を
行い、まちの活性
化につなげる。

月1回開
催

0 0
ア-トタウンプロ
ジェクト研究会
は解散済。

- -
アートタウンプロ
ジェクト研究会

・空き家、空き店舗
を利用したイベント
の情報交換をす
る。
・文化財や文化資
源の利活用につい
て協議する。

空き家、空き店舗
の利用方法やイベ
ントの情報交換を
行い、まちの活性
化につなげる。

月1回開催 0 0
アートタウンプ
ロジェクト研究
会は解散済。

― ― ―
アートタウンプロジェクト
研究会は解散済。

―

92 2-2-9 文化スポーツ課
高砂文化教室「高
砂学」　活動編
（再掲2-1-3）

市民講師による料
理教室を行う。

高砂の海で獲れる
海産物について学
ぶ機会を設ける。

活動編
1回

7 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -

高砂文化教室
「高砂学」　活動
編
（再掲2-1-3）

市民講師による料
理教室を行う。

高砂の海で獲れる
海産物について学
ぶ機会を設ける。

活動編
1回

7 2,997

親子料理教室
を開催し、5組
13人が参加し
た。

Ａ

料理教室の開催
を通じて、高砂の
海で獲れる海産
物について学ぶ
機会を提供するこ
とができた。

○

新型コロナウイルス感染
症の影響による中止や
事業の制限があったが、
ホームページに高砂の海
産物を使うレシピを掲載
するなどした。

継続して親子料理
教室を実施し、高砂
の海で獲れる海産
物について学ぶ機
会を設ける。

93 2-3-1 1-1-1 1-1-1

94 2-3-2 2-1-3 2-1-3

95 2-3-3 2-1-4 2-1-4

96 2-3-4 文化スポーツ課

高砂文化教室「高
砂学」謡曲編（再掲
2-2-6）

市民講師による謡
曲教室を開催す
る。

市民の謡曲「高砂」
への関心を高め、
より多くの人が謡
えるようにする。

4回
10

（再掲）
550

「高砂学」謡曲
編は中止とし
たが、謡曲「高
砂」のお稽古
動画を作成し
Youtube及び
ホームページ
に掲載し、
1,000回以上再
生された。

A

市内市外を問わ
ず多数の方に謡
曲「高砂」への関
心を高めることが
できた。

高砂文化教室
「高砂学」謡曲編
（再掲2-2-6）

市民講師による謡
曲教室を開催す
る。

市民の謡曲「高砂」
への関心を高め、
より多くの人が謡
えるようにする。

4回 10 4,650
「高砂学」謡曲
編を実施し、7
人が参加した。

Ａ

市民の謡曲「高
砂」への関心を高
め、より多くの方
が謡えるように
なった。

○

謡曲「高砂」のYoutube動
画は令和3年度末時点で
2,000回程度再生され、
市民の関心を高めること
ができた。
高砂学をの実施により市
内外の多くの人が謡曲を
学ぶことができた。

継続して謡曲「高
砂」を学ぶ機会を提
供し、伝統文化の継
承に努める。
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97 3-1-1 文化スポーツ課 高砂市美術展
高砂市美術展を開
催する。

文化作品を発表す
る場と、鑑賞する
機会を設ける。

来場者数
1,700人

3,089 2,687,126

270人から作品
出品があり、
184点を会場に
展示した。3日
間で1,700人の
来場者があっ
た。

A

コロナ禍ではあっ
たが、必要な感染
症対策を行い、優
れた芸術作品に
触れる機会を提
供できた。

高砂市美術展
高砂市美術展を開
催する。

文化作品を発表す
る場と、鑑賞する
機会を設ける。

来場者数
1,700人

3,039 2,698,173

238点の作品
出品があり、内
172点を会場に
展示した。3日
間での来場者
数は1259人と
なった。

B

コロナ禍ではあっ
たが、必要な感染
症対策を行い、優
れた芸術作品に
触れる機会を提
供できた。来場数
及び出品数は目
標を下回った。

〇

令和2年度・3年度ともに
コロナ禍での開催となっ
たが、感染症対策を講じ
実施。
コロナ禍でも予想以上の
来場者と作品出品数にな
り、作品発表の機会と鑑
賞する機会を設けること
ができた。

作品の出品数を増
やすため、作品の規
格について検討す
る。

98 3-1-1 文化スポーツ課 文化まつり事業
文化連盟加盟団体
が文化まつり事業
を実施する。

それぞれの団体の
活動を発表するこ
とにより、文化を育
て、伝承していく。

16団体 792 345,000

文化連盟加盟
団体（7団体）
が行う事業に
対し、補助金を
交付した。

A

補助金を交付す
ることにより、加
盟団体の文化活
動を支援すること
ができた。

文化まつり事業
文化連盟加盟団体
が文化まつり事業
を実施する。

それぞれの団体の
活動を発表するこ
とにより、文化を育
て、伝承していく。

15団体 792 587,301

文化連盟加盟
団体（12団体）
が行う事業に
対し、補助金を
交付した。

A

補助金を交付す
ることにより、加
盟団体の文化活
動を支援すること
ができた。

○

新型コロナウイルスの影
響で中止及び縮小となっ
た事業があったが、各団
体の活動を発表すること
により、文化の伝承につ
ながった。

文化連盟の組織強
化を図り、さまざま
な活動や発表の場
の拡大に努める。

99 3-1-1 高砂公民館 高砂市民合唱団
月4回の練習を基
本とし、発表会・研
究会の開催する。

団員相互間の親睦
と研鑽をはかると
共に市民の文化振
興に寄与する。

月4回の
練習を基
本とし、ボ
ランティア
活動20日
と各イベン
ト出演2回

413 206,400
4,5,6,12,1,2月
はお休み。

B

新型コロナのた
め、予定の半分
程度しか実施でき
なかった。

高砂市民合唱団
月4回の練習を基
本とし、発表会・研
究会の開催する。

団員相互間の親睦
と研鑽をはかると
共に市民の文化振
興に寄与する。

月4回の
練習を基
本とし、ボ
ランティア
活動20日
と各イベン
ト出演2回

413 275,200
5,6,8,9月はお
休み。

Ｂ

新型コロナウィル
ス感染症のため、
予定の3分の2程
度しか実施できな
かった。

△
新型コロナウィルス感染
症のため、予定どおりの
活動ができなかった。

継続

100 3-1-2 地域振興課
市民ギャラリ-「あ
いぽっと」の活用

庁舎の建替えに伴
い、新庁舎完成ま
であいぽっとを休
止する。

市民の文化芸術活
動や市民活動の向
上を図る。（新庁舎
建設に伴い、現庁
舎の利用は令和元
年８月末まで。）

- 0 0
あいぽっとが
休止中のため
利用実績なし

B

庁舎の建替えに
伴い、あいぽっと
は休止中である
ため。
新庁舎がグランド
オ-プン（令和４年
度予定）した後、
あいぽっとの利用
を再開する。

市民ギャラリー
「あいぽっと」の
活用

庁舎の建替えに伴
い、新庁舎完成ま
であいぽっとを休
止する。

市民の文化芸術活
動や市民活動の向
上を図るため、市
民にあいぽっとを
使用。（新庁舎建設
に伴い、令和元年８
月から使用を休止
している。）

- 0 0
あいぽっとが
休止中のため
利用実績なし

B

庁舎の建替えに
伴い、あいぽっと
は休止中していた
ため。新庁舎がグ
ランドオープンし
た後(令和5年2
月）あいぽっとの
利用を再開する。

-
あいぽっとが休止中のた
め利用実績なし

新庁舎の全面供用
開始時には、新たな
あいぽっとスペース
と提供するととも
に、利用促進に係る
PRをこれまで以上
に積極的に行う。

101 3-1-2 文化スポ-ツ課
文化会館展示スペ
-スの活用

展示スペ-スを活
用し、作品展示や
高砂ゆかりの人物
の紹介を行う。

空スペ-スを作品
展示等のスペ-ス
として有効活用す
る。

3件 0 0

高砂ゆかりの
人物などの文
化事業の展示
を行った。

Ａ

ゆかりの人物の
展示により、ス
ペースを有効活
用することができ
た。

文化会館展示ス
ペースの活用

展示スペースを活
用し、作品展示や
高砂ゆかりの人物
の紹介を行う。

空スペースを作品
展示等のスペース
として有効活用す
る。

3件 3,039 2,698,173

238点の作品
出品があり、内
172点を会場に
展示した。3日
間での来場者
数は1259人と
なった。

B

コロナ禍ではあっ
たが、必要な感染
症対策を行い、優
れた芸術作品に
触れる機会を提
供できた。来場数
及び出品数は目
標を下回った。

〇

令和2年度・3年度ともに
コロナ禍での開催となっ
たが、感染症対策を講じ
実施。
コロナ禍でも予想以上の
来場者と作品出品数にな
り、作品発表の機会と鑑
賞する機会を設けること
ができた。

作品の出品数を増
やすため、作品の規
格について検討す
る。

102 3-1-2 各公民館
作品展示スペ-ス
の設置、活用

各公民館で作品を
展示する。

作品展示により、
地域の人に公民館
グル-プ活動の理
解を深め、交流を
図る。

各公民館
の展示グ
ル-プ及び
地域の団
体により
年12回

0 0

年12回の展示
の予定だった
が、新型コロナ
ウイルス感染
予防対策のた
め4,5,6,9月は
実施できな
かった。

B

新型コロナのた
め、予定の２／３
程度しか実施でき
なかった。

作品展示スペー
スの設置、活用

各公民館で作品を
展示する。

作品展示により、
地域の人に公民館
グループ活動の理
解を深め、交流を
図る。

各公民館
の展示グ
ループ及
び地域の
団体によ
り年12回

0 0

各公民館の展
示グループが
減少している
中今年度は10
回実施できた。

Ａ

各公民館の展示
グループ及び地
域の団体により
展示スペースに
おいて10回実施
できた。

〇

新型コロナウィル感染症
により令和2年度は、展
示回数が減ったが令和3
年度は展示スペースにお
いて10回実施できた。

継続

103 3-1-2
人権推進課
（男女共同参画セ
ンタ-）

男女共同参画セン
タ-の活用

市民グル-プ（エッ
セイグル-プ）の活
動支援及び場所の
提供を行う。

男女共同参画セン
タ-市民グル-プの
育成を推進する。

市民グル-
プの活動
支援のた
め開催場
所の提供
を行う。

0 0
毎月１回、活動
場所の提供を
行った。

A

活動場所の提供
等の支援により、
積極的なグル-プ
活動が行われ、
市民グル-プの育
成を推進すること
ができた。

男女共同参画セ
ンターの活用

市民グループ（エッ
セイグループ）の活
動支援及び場所の
提供を行う。

男女共同参画セン
ター市民グループ
の育成を推進す
る。

市民グ
ループの
活動支援
のため開
催場所の
提供を行
う。

0 0
毎月１回、活動
場所の提供を
行った。

A

活動場所の提供
等の支援により、
積極的なグル-プ
活動が行われ、
市民グル-プの育
成を推進すること
ができた。

〇

活動場所の提供等の支
援により、積極的なグ
ループ活動が行われ、市
民グループの育成を推進
することができた。

市民グループが積
極的なグループ活
動を行えるよう、継
続して活動支援を行
う。

104 3-1-2 教育センター
学習成果、作品
展示スペースの
設置、活用

教育センター施設
を利用し、成果物、
作品を展示する。

成果物、作品を展
示することにより、
活動への理解を深
めるとともに、活動
できる人材を育て
る。

年間で実
施

- -

作品展を行
い、学習成果
や作品の展示
をした。

B

コロナ禍で芸能発
表会は中止となっ
たが、作品展は
感染対策を徹底
して行った。

〇

コロナ禍で芸能発表会は
中止となったが、作品展
は感染対策を徹底して
行った。

作品展の中で、簡
易な芸能発表も行っ
た。学生の人数も
年々減っているた
め、コロナ禍が収
まっても運営方法を
考えていく必要があ
る。
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105 3-1-3 文化スポ-ツ課
病院、福祉施設の
活用

各種文化関係団体
等の慰問の調整を
する。

活動団体の発表の
場を増やす。

1件 - -

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で活動発
表の場を増や
すことができな
かった。

- -
病院、福祉施設
の活用

各種文化関係団体
等の慰問の調整を
する。

活動団体の発表の
場を増やす。

1件 792 587,301

文化連盟加盟
団体（12団体）
が行う事業に
対し、補助金を
交付した。

A

補助金を交付す
ることにより、加
盟団体の文化活
動を支援すること
ができた。

○

新型コロナウイルスの影
響で中止及び縮小となっ
た事業があったが、各団
体の活動を発表すること
により、文化の伝承につ
ながった。

文化連盟の組織強
化を図り、さまざま
な活動や発表の場
の拡大に努める。

106 3-1-3
幼児保育課（保育
所・こども園）

県民交流広場での
作品展示

園児の制作した作
品や絵を展示す
る。

身近なコミュニティ
施設などを文化活
動の発表の場に有
効利用する。

身近な公
共施設を
文化活動
の場に利
用する。

- -

園児の制作し
た作品や絵を
県民交流広場
で展示を行っ
た。

A

身近なコミュニ
ティ施設を発表の
場として活用し、
園児たちに芸術
作品の創造と発
表する機会を提
供できた。

県民交流広場で
の作品展示

園児の制作した作
品や絵を展示す
る。

身近なコミュニティ
施設などを文化活
動の発表の場に有
効利用する。

身近な公
共施設を
文化活動
の場に利
用する。

- -

園児の制作し
た作品や絵を
県民交流広場
で展示を行っ
た。

A

身近なコミュニ
ティ施設を発表の
場として活用し、
園児たちに芸術
作品の創造と発
表する機会を提
供できた。

○

身近なコミュニティ施設を
の発表の場として活用
し、園児たちに芸術作品
の創造と発表する機会を
提供できた。

現状維持

107 3-1-3 市民病院 院内コンサ-ト

患者や家族を対象
に、職員による院
内コンサ-トを実施
する。

患者やそのご家族
の方に癒しを提供
する。

年3回実
施

0 0

新型コロナウイ
ルス感染症対
策のため、中
止した。

 - - 院内コンサート

患者や家族を対象
に、職員による院
内コンサートを実
施する。

患者やそのご家族
の方に癒しを提供
する。

年3回実
施

0 0

新型コロナウイ
ルス感染症対
策のため、中
止した。

 -
新型コロナウイル
ス感染症対策の
ため

 -
新型コロナウイルス感染
症対策のため

新型コロナウイルス
の感染状況を見な
がら、患者やそのご
家族の方に癒しを
提供する。

108 3-1-3 生涯学習課
申義堂の活用
(再掲2-1-3)

高砂市に保存継承
されてきた文化財建
造物を維持管理す
るとともに、一般公
開し、関連する講演
会・展示活動等を行
う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

申義堂
土日祝日
公開、平
日利用の
促進と関
連イベント
との協働

1,178
(再掲)

996,071

土日祝日の一
般公開や、平
日の臨時公開
を行った。利用
者数は、個人
244人、団体
368人、計612
人

A

指定文化財を活
用し、一般公開を
行い、市内外の
方に市の歴史・文
化資源を周知・啓
発することができ
た。

申義堂の活用
(再掲2-1-3)

高砂市に保存継承
されてきた文化財建
造物を維持管理す
るとともに、一般公
開し、関連する講演
会・展示活動等を行
う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

申義堂
土日祝日
公開、平
日利用の
促進と関
連イベント
との協働

1,178 1,072,062

土日祝日の一
般公開や、平
日の臨時公開
を行った。利用
者数は、個人
263人、団体
422人、計685
人

Ａ

指定文化財を活
用し、一般公開を
行い、市内外の
方に市の歴史・文
化資源を周知・啓
発することができ
た。

○
教育の原点である文化
財建造物を保存活用す
ることができた。

引き続き実施する。

109 3-1-3 生涯学習課
旧入江家住宅の活
用
(再掲2-1-3)

高砂市に保存継承
されてきた文化財建
造物を維持管理す
るとともに、一般公
開し、関連する講演
会・展示活動等を行
う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

旧入江家
住宅
年１回公
開

2,406
(再掲)

2,385,162

入江家公開の
見学会を年2回
開催し、11月7･
8日393人、3月
6・7日693人､
計1,086人の参
加があった。

A

指定文化財を活
用し、夜間の公開
と11月初旬に定
期公開を行い、市
内外の方に市の
歴史・文化資源を
周知・啓発するこ
とができた。

旧入江家住宅の
活用
(再掲2-1-3)

高砂市に保存継承
されてきた文化財建
造物を維持管理す
るとともに、一般公
開し、関連する講演
会・展示活動等を行
う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

旧入江家
住宅
年１回公
開

1,178 1,072,062

土日祝日の一
般公開や、平
日の臨時公開
を行った。利用
者数は、個人
263人、団体
422人、計685
人

Ａ

指定文化財を活
用し、一般公開を
行い、市内外の
方に市の歴史・文
化資源を周知・啓
発することができ
た。

○
教育の原点である文化
財建造物を保存活用す
ることができた。

引き続き実施する。

110 3-1-3 生涯学習課
図書館運営管理事
業（再掲1-2-1）

高砂市立図書館名
誉館長（歴史文化
推進員）を配置し
講演会等を実施す
る。

高砂市立図書館を
活動拠点として歴
史及び文化の振興
又は啓発を促進す
る。

名誉館長
講座とＨＯ
ＭＥＴＯＷ
Ｎゼミ（年8
回）を実施

240
（再掲）

240,000

年間25回の講
座とゼミを実施
し、271人の参
加があった。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

図書館運営管理
事業（再掲1-2-
1）

高砂市立図書館名
誉館長（歴史文化
推進員）を配置し
講演会等を実施す
る。

高砂市立図書館を
活動拠点として歴
史及び文化の振興
又は啓発を促進す
る。

名誉館長
講座とＨＯ
ＭＥＴＯＷ
Ｎゼミ（年8
回）を実施

380 280,000

年間１９回の講
座とゼミを実施
し、１４９人の
参加があった。

A

新型コロナウイル
ス感染症の予防
拡大対策をして実
施することができ
た。

〇

高砂市立図書館を活動
拠点として歴史及び文化
の振興又は啓発を促進
する事業を実施できた。

引き続き実施する。

111 3-1-3 文化スポ-ツ課
高砂市美術展
（再掲3-1-1）

高砂市美術展を開
催する。

文化作品を発表す
る場と、鑑賞する
機会を設ける。

来場者数
1,700人

3,094
（再掲）

2,687,126

270人から作品
出品があり、
184点を会場に
展示した。3日
間で1,700人の
来場者があっ
た。

A

コロナ禍ではあっ
たが、必要な感染
症対策を行い、優
れた芸術作品に
触れる機会を提
供できた。

高砂市美術展
（再掲3-1-1）

高砂市美術展を開
催する。

文化作品を発表す
る場と、鑑賞する
機会を設ける。

来場者数
1,700人

3,039 2,632,630

238点の作品
出品があり、内
172点を会場に
展示した。3日
間での来場者
数は1259人と
なった。

B

コロナ禍ではあっ
たが、必要な感染
症対策を行い、優
れた芸術作品に
触れる機会を提
供できた。来場数
及び出品数は目
標を下回った。

〇

令和2年度・3年度ともに
コロナ禍での開催となっ
たが、感染症対策を講じ
実施。
コロナ禍でも予想以上の
来場者と作品出品数にな
り、作品発表の機会と鑑
賞する機会を設けること
ができた。

作品の出品数を増
やすため、作品の規
格について検討す
る。
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112 3-1-3
シティプロモ-ショ
ン室

イベント時に企業
の敷地や公共施設
を活用

万灯祭等のイベン
ト開催時に企業の
敷地や県・市の公
共施設を借り、実
施する。

企業の敷地や県・
市の公共施設を活
用したイベント等の
開催を支援する。

2件 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
イベント時に企
業の敷地や公共
施設を活用

万灯祭等のイベン
ト開催時に企業の
敷地や県・市の公
共施設を借り、実
施する。

企業の敷地や県・
市の公共施設を活
用したイベント等の
開催を支援する。

2件 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

― ― ―

新型コロナウイルス感染
症の影響により、２・３年
度は公共施設等を活用し
たイベントを開催すること
ができなかった。

新型コロナウイルス
感染症の状況を鑑
み、感染対策等を助
言しながら、公共施
設等を活用したイベ
ントを支援する。

113 3-1-4 文化スポーツ課
行事開催時におけ
る各団体の紹介

行事のオ-プニン
グ等で文化団体を
紹介する。

文化団体の活動の
周知を図る。

随時 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
行事開催時にお
ける各団体の紹
介

行事のオープニン
グ等で文化団体を
紹介する。

文化団体の活動の
周知を図る。

随時 0 0
実施しなかっ
た。

C

文化団体の紹介
に関連のある行
事がなく、団体の
紹介は行わな
かった。

-
行事のオープニング等で
文化団体の紹介は行わ
なかった。

高砂学の講演等を
通して、文化団体の
活動を周知する。

114 3-1-4 各公民館 公民館まつり
各公民館での登録
グループの発表、
作品展示を行う。

各公民館において
登録グループの発
表や作品展示によ
り、グループ間並
びに地域との交流
を図る。

各公民館
年1回

0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - 公民館まつり
各公民館での登録
グループの発表、
作品展示を行う。

各公民館において
登録グループの発
表や作品展示によ
り、グループ間並
びに地域との交流
を図る。

各公民館
年1回

0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - - - 継続

115 3-1-5 1-3-5 1-3-5

116 3-1-6 中央公民館
市民教養講座
（再掲1-1-1）

市民対象に講座を
開催する。

諸問題を色々な分
野を通して複合的
に学習し、各人の
生活課題の解決に
役立てる。

文化関係
の回数は
未定

170
（再掲）

60,000

10月に2回、11
月、12月に各1
回、計4回実施
した。

B

新型コロナのた
め、予定の２／３
程度しか実施でき
なかった。

市民教養講座
（再掲1-1-1）

市民対象に講座を
開催する。

諸問題を色々な分
野を通して複合的
に学習し、各人の
生活課題の解決に
役立てる。

文化関係
の講座を
１回以上
実施

140 100,000

令和3年11月
から令和4年2
月にかけて8回
開催した。

Ａ

様々な分野を通し
て複合的に学習
できる講座を開催
した。

〇

令和2年度は新型コロナ
のため、予定の２／３程
度しか開催できなかった
が、令和3年度は予定ど
おり8回開催することがで
きた。

継続

117 3-1-6 教育センター
高齢者大学での講
座
（再掲1-1-1）

高齢者を対象に生
涯学習の場を提供
するとともに、高砂
市の歴史や伝統文
化を学習する講座
を設ける。

高齢者の学習要求
にこたえ、健康の
増進、教養及び生
活文化、生きがい
の向上を図る。

高砂市の
歴史、文
化に焦点
を定め、カ
リキュラム
を実施す
る。

200
（再掲）

150,000
（再掲）

高齢者大学の
カリキュラムに
おいて、高砂
市の歴史や文
化に関する学
習を実施した。

B

コロナ禍でカリ
キュラム全体の回
数が減ったが、高
砂市の歴史や文
化に関する学習
を10回実施した。

高齢者大学での
講座
（再掲1-1-1）

高齢者を対象に生
涯学習の場を提供
するとともに、高砂
市の歴史や伝統文
化を学習する講座
を設ける。

高齢者の学習要求
にこたえ、健康の
増進、教養及び生
活文化、生きがい
の向上を図る。

高砂市の
歴史、文
化に焦点
を定め、カ
リキュラム
を実施す
る。

200
（再掲）

150,000
（再掲）

高齢者大学の
カリキュラムに
おいて、高砂
市の歴史や文
化に関する学
習を実施した。

B

コロナ禍でカリ
キュラム全体の回
数が減ったが、高
砂市の歴史や文
化に関する学習
を10回実施した。

〇

コロナ禍でカリキュラム
全体の回数が減ったが、
高砂市の歴史や文化に
関する学習を10回実施し
た。

高砂の歴史や文化
を主としたカリキュラ
ムだけではなく、そ
れ以外をテーマとし
たカリキュラムでも、
高砂に関係した話
題を取扱うことが多
くあった。

118 3-1-7
シティプロモ-ショ
ン室

たかさご万灯祭

歴史的景観形成地
区に指定された高
砂町をキャンドル
等の灯りやジャズ
で演出し、高砂町
の景観をＰＲする。

高砂町の景観を
PRすることにより、
まちの活性化を図
る。

1回 1,500 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - たかさご万灯祭

歴史的景観形成地
区に指定された高
砂町をキャンドル
等の灯りやジャズ
で演出し、高砂町
の景観をＰＲする。

高砂町の景観を
PRすることにより、
まちの活性化を図
る。

1回 1,500 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

― ― ―

新型コロナウイルス感染
症の影響により、２・３年
度はたかさご万灯祭によ
る高砂町の景観をPRす
ることができなかった。

新型コロナウイルス
感染症の状況を鑑
み、感染対策等を講
じながら、イベントの
実施により、高砂町
の景観のPRに努め
る。
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119 3-1-8
幼児保育課（保育
所・こども園）

企業主催の芋掘り

保育園・幼稚園・こ
ども園・小学校・児
童学園が合同で、
芋の苗植えや収穫
を体験する。

地域企業とタイアッ
プした行事を通じ
て文化活動を推進
する。

地域企業
の協力を
得て芋の
苗付けか
ら収穫ま
でを体験
する。

- -

地域企業の協
力を得て芋の
苗付けから収
穫までを体験し
た。

A

地域企業の協力
を受け、園児たち
が芋の苗付けか
ら収穫までを体験
することができ
た。

企業主催の芋掘
り

保育園・幼稚園・こ
ども園・小学校・児
童学園が合同で、
芋の苗植えや収穫
を体験する。

地域企業とタイアッ
プした行事を通じ
て文化活動を推進
する。

地域企業
の協力を
得て芋の
苗付けか
ら収穫ま
でを体験
する。

- -

地域企業の協
力を得て芋の
苗付けから収
穫までを体験し
た。

A

地域企業の協力
を受け、園児たち
が芋の苗付けか
ら収穫までを体験
することができ
た。

○
地域企業の協力を受け、
文化活動の推進を図るこ
とができた。

現状維持

120 3-1-8 学校教育課
企業主催行事への
参加

保・幼・小・児童学
園が、芋の苗植え
や収穫をなど様々
なイベントを体験す
る。

地域企業とタイアッ
プした行事を通じ
て文化活動を推進
する。

地域企業
の協力を
得て芋の
苗付けか
ら収穫ま
でを体験
する。

- -

コロナ禍にお
いて、地域企
業の協力を得
て、芋の収穫
体験をした。

B

地域企業とタイ
アップした行事を
実施し、文化活動
を推進した。

企業主催行事へ
の参加

保・こ・幼・小・児童
学園が、芋の苗植
えや収穫をなど
様々なイベントを体
験する。

地域企業とタイアッ
プした行事を通じ
て文化活動を推進
する。

地域企業
の協力を
得て芋の
苗付けか
ら収穫ま
でを体験
する。

- -

コロナ禍にお
いて、地域企
業の協力を得
て、芋の収穫
体験をした。

B

地域企業とタイ
アップした行事を
実施し、文化活動
を推進した。

○

コロナ禍において、活動
の制限があった中では
あったが、収穫体験を通
してお世話をしていただ
いた方や食べ物への感
謝の気持ちを育てる機会
となった。

引き続き、可能な限
り継続したい。

121 3-1-9 文化スポーツ課
活動・発表場所の
紹介

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場の紹介を
する。

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0

市内の文化施
設での活動・発
表の場につい
て、ホ-ムペ-ジ
等で情報提供
した。

A

市内の文化施設
等における活動・
発表の場を紹介
し、市民の文化活
動を支援すること
ができた。

活動・発表場所
の紹介

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場の紹介を
する。

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0

市内の文化施
設での活動・発
表の場につい
て、ホームペー
ジ等で情報提
供した。

Ａ

市内の文化施設
等における活動・
発表の場を紹介
し、市民の文化活
動を支援すること
ができた。

○
文化会館、文化保健セン
ター、各公民館の紹介を
することができた。

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場の紹介を
し、周知の機会を提
供していく。

122 3-1-9 各公民館
活動・発表場所の
紹介

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場の紹介を
する。

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0

市内の文化施
設や公民館な
ど、活動・発表
の場を紹介し、
周知を図る事
ができた。

A
目標どおり、周知
を図る事ができ
た。

活動・発表場所
の紹介

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場の紹介を
する。

市内の文化施設や
公民館など、活動・
発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0

市内の文化施
設や公民館な
ど、活動・発表
の場を紹介し、
周知を図る事
ができた。

A
目標どおり、周知
を図る事ができ
た。

〇
目標どおり、周知を図る
事ができた。

継続

123 3-1-9 文化スポーツ課
市民ギャラリ-の紹
介

市民ギャラリ-等、
展示場所の調査、
紹介を行う。

文化施設やギャラ
リ-など、活動・発
表の場の紹介を
し、活動・発表の場
を広げる。

随時 0 0

市内市外の方
に文化施設や
市民ギャラリ-
の紹介をする
とともに、調査
をおこなった。

A

市内外の方に活
動・発表の場を紹
介し、文化活動団
体の支援ができ
た。

市民ギャラリー
の紹介

市民ギャラリー等、
展示場所の調査、
紹介を行う。

文化施設やギャラ
リーなど、活動・発
表の場の紹介を
し、活動・発表の場
を広げる。

随時 0 0

市民ギャラリー
の調査、紹介
は行わなかっ
た。

C
文化施設や市民
ギャラリーの紹介
依頼はなかった。

△

展示場所の調査や市民
ギャラリーの紹介は継続
して行うことができていな
い。

市内外の方に活動・
発表の場を紹介して
いく。

124 3-1-9 中央公民館
展示スペ-スの紹
介

中央公民館展示ス
ペ-ス、展示場所
の紹介を行う。

市民にも活動・発
表の場の紹介を
し、活動・発表の場
を広げる。

随時 0 0

展示スペース
を一般に貸し
出すことによっ
て、新たな来館
者を招き入れ
ることができ
た。

A

目標どおり、新た
な来館者を招き
入れることができ
た。

展示スペースの
紹介

中央公民館展示ス
ペース、展示場所
の紹介を行う。

市民にも活動・発
表の場の紹介を
し、活動・発表の場
を広げる。

随時 0 0

展示スペース
を一般に貸し
出すことによっ
て、新たな来館
者を招き入れ
ることができ
た。

A

目標どおり、新た
な来館者を招き
入れることができ
た。

〇
目標どおり、新たな来館
者を招き入れることがで
きた。

継続

125 3-2-1 文化スポーツ課
広報たかさごへの
掲載

イベント案内や活
動報告（写真掲載）
を行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

45件 0 0

広報たかさご
にイベント情報
（案内・報告）を
34件掲載した。

B

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で掲載件数は
減ったが、情報発
信し、多くの方に
周知を図ることが
できた。

広報たかさごへ
の掲載

イベント案内や活
動報告（写真掲載）
を行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

45件 0 0

広報たかさご
にイベント情報
を21件掲載し
た。（高砂学6
件、文化まつり
事業10件、そ
の他5件）

B

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で掲載件数は
減ったが、情報発
信し、多くの方に
周知を図ることが
できた。

○

新型コロナウイルス感染
症の影響で、掲載件数は
減ったが、イベント情報
の発信に役立てることが
できた。

広報たかさごやホー
ムページ、Facebook
等を活用し、情報発
信していく。

126 3-2-1 文化スポ-ツ課
ホ-ムペ-ジへの掲
載

イベント案内や活
動報告（写真掲載）
を行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

掲載件数
25件 0 0

ホ-ムペ-ジに
イベント情報
（案内・報告）を
19件掲載した。

B

新型コロナウイル
ス感染症の影響
でイベントの掲載
件数は減ったが、
文化スポ-ツに関
するイベントや講
座の募集、実施
報告をし、多くの
方に周知を図るこ
とができた。

ホームページへ
の掲載

イベント案内や活
動報告（写真掲載）
を行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

掲載件数
25件 0 0

ホームページ
にイベント情報
(案内・報告)を
22件掲載した。

B

文化に関するイベ
ントや講座の募
集、実施報告を
し、多くの方に周
知を図ることがで
きた。

○

イベント案内等、情報提
供することにより、情報
の周知を図り、多くの参
加者を募ることができ
た。

イベント案内等、情
報提供することによ
り、情報の周知を図
り、継続していく。

127 3-2-1
文化スポ-ツ課
（国際交流）

ホ-ムペ-ジの開
設、運営

国際交流協会の活
動状況やイベント
情報を掲載する。

国際交流の活動状
況やイベント情報
の周知を図る。

随時 0 0
国際交流協会
の活動状況を
掲載した。

A
国際交流の活動
状況の周知を図
ることができた。

ホームページの
開設、運営

国際交流協会の活
動状況やイベント
情報を掲載する。

国際交流の活動状
況やイベント情報
の周知を図る。

随時 - -
国際交流協会
の活動状況を
掲載した。

A
国際交流の活動
状況の周知を図
ることができた。

○
国際交流協会の活動状
況やイベント情報を掲載
した。

無料サービスの
ホームページだと限
界があるため、有料
サイトに切り替え
て、事業への申込
がそこからできるよ
うにしたい。
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128 3-2-1
シティプロモ-ショ
ン室

情報発信の充実
イベント案内や活
動報告（写真掲載）
を行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

フェイス
ブック登録
者1,930件

1,518 1,512,500

毎日、フェイス
ブックへ最新の
情報を発信し、
市のPRに努め
た。フェイス
ブック登録者
2,223件。
　また、ホ-ム
ペ-ジのキ-ビ
ジュアルを利
用し、イベント
案内や市政情
報の発信を随
時行った。

A

ホ-ムペ-ジやフェ
イスブックで最新
の情報をタイムリ
-に更新し、情報
提供することで、
イベント等への参
加者の促進や市
政情報を効果的
に発信することが
できた。

情報発信の充実
イベント案内や活
動報告（写真掲載）
を行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

フェイス
ブック登録
者2,320件

3,141 1,399,750

毎日、フェイス
ブックへ最新の
情報を発信し、
市のPRに努め
た。フェイス
ブック登録者
2,281件。
　また、ホ-ム
ペ-ジのキ-ビ
ジュアルを利
用し、イベント
案内や市政情
報の発信を随
時行った。

B

フェイスブックの
登録者数は目標
には届かなかっ
たが、ホ-ムペ-ジ
やフェイスブック
で最新の情報をタ
イムリ-に更新し、
情報提供すること
で、イベント等へ
の参加者の促進
や市政情報を効
果的に発信する
ことができた。

○

ホ-ムペ-ジやフェイスブッ
クで最新の情報をタイム
リ-に更新し、情報提供す
ることで、イベント等への
参加者の促進や市政情
報を効果的に発信するこ
とができた。

ホームページやフェ
イスブックを活用し、
市政情報を広く周知
していく。

129 3-2-1
シティプロモ-ショ
ン室

- - - - - - - - -
ホームページ
リニューアル

市公式ホームペー
ジをリニューアルす
る。

市の情報発信のイ
ンフラであるホー
ムページをすべて
の利用者にとって
使いやすく、魅力
的デザインへ刷新
し、イベント情報や
市政情報を効果的
に発信する。

旧ホーム
ページか
ら支障なく
スムーズ
に移行す
る。

18,204 18,168,150

旧ホームペー
ジから新ホー
ムページへ支
障なくスムーズ
に移行した。

A

システム業者と連
携し、滞りなく新
たなホームページ
を公開することが
できた。

○

イベント情報や市政情報
を効果的に発信するため
のデザインへ、刷新する
ことができた。

今後も使いやすい
ホームページとなる
よう、情報収集を行
い、保守での改修を
実施する。

130 3-2-2 文化スポーツ課
各新聞社、ＢAＮ-
ＢAＮテレビ等への
情報提供

イベント案内等、情
報提供する。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

10件 0 0

広報に掲載す
る情報を新聞
社、テレビへ情
報提供した。

A

イベント案内等が
新聞に掲載され
たり、ＢAＮ－ＢA
Ｎテレビで放映さ
れ、多くの方に周
知を図ることがで
きた。

各新聞社、ＢＡＮ
-ＢＡＮテレビ等
への情報提供

イベント案内等、情
報提供する。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

10件 0 0

広報に掲載す
る情報を新聞
社、テレビへ情
報提供した。

A

イベント案内等が
新聞に掲載され
たり、ＢAＮ－ＢA
Ｎテレビで放映さ
れ、多くの方に周
知を図ることがで
きた。

○

高砂学や文化まつり事業
等のイベント情報を提供
することにより、多くの参
加者を募ることができ
た。

各新聞社等と連携
し、イベント案内等
で文化情報を発信し
ていく。

131 3-2-2 中央公民館
各新聞社、ＢＡＮ-
ＢＡＮテレビ等への
情報提供

イベント案内等、情
報提供する。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

随時 0 0

イベント案内等
のチラシの配
布やポスタ-掲
示をし、情報提
供や周知を行
い成果をあげ
ることができ
た。

A

目標どおり、情報
提供や周知を行
い成果をあげるこ
とができた。

各新聞社、ＢＡＮ
-ＢＡＮテレビ等
への情報提供

イベント案内等、情
報提供する。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

随時 0 0

イベント案内等
のチラシの配
布やポスタ-掲
示をし、情報提
供や周知を行
い成果をあげ
ることができ
た。

Ａ

目標どおり、情報
提供や周知を行
い成果をあげるこ
とができた。

〇

イベント案内等のチラシ
の配布やポスタ-掲示を
し、情報提供や周知を行
い成果をあげることがで
きた。

継続

132 3-2-3 文化スポーツ課
ポスタ-等の展示、
チラシの配布

各施設でポスタ-
展示、関係団体等
へのチラシ配布を
行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

随時 0 0

市内公共施設
等にポスタ-展
示やチラシ配
布を行った。

A

多くの施設利用
者に対して、周知
を図ることができ
た。

ポスター等の展
示、チラシの配
布

各施設でポスター
展示、関係団体等
へのチラシ配布を
行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

随時 0 0

市内公共施設
等にポスタ-展
示やチラシ配
布を行った。

A

多くの施設利用
者に対して、周知
を図ることができ
た。

○
各施設でポスター展示、
関係団体等へのチラシ配
布を行うことができた。

ポスター等の展示、
チラシの配布によ
り、高砂の文化情報
を発信していく。

133 3-2-3 文化スポーツ課
高砂市に関する資
料の発行、配布

高砂市に関する文
化情報等の配付を
行う。

高砂市に関する資
料の発行や配付を
行うことにより、高
砂市の文化につい
て周知する。

随時 0 0

高砂市美術展
において各種
資料を配布し
た。

A

イベント等を通し
て、市民等に対し
て、高砂市の最
新の文化化情報
について周知を
図ることができ
た。

高砂市に関する
資料の発行、配
布

高砂市に関する文
化情報等の配付を
行う。

高砂市に関する資
料の発行や配付を
行うことにより、高
砂市の文化につい
て周知する。

随時 0 0

高砂市美術展
において各種
資料を配布し
た。

A

イベント等を通し
て、市民等に対し
て、高砂市の最
新の文化化情報
について周知を
図ることができ
た。

○
イベントでチラシを配布す
ることにより、文化活動を
知らせることができた。

ポスター等の展示、
チラシの配布によ
り、高砂の文化を発
信していく。

18



事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標
予算

(千円）
決算
（円）

成果・実績 評価
評価説明

（特記事項）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

予算
(千円）

決算
(円)

成果・実績 評価 評価説明
令和２・３年度事
業の目的に対す

る評価

令和２・３年度の評価説
明

新たな視点・取組み

一連
番号

施策
番号

担当課
（主催）

令和２年度 令和３年度 令和２・３年度事業の目的に対する評価

134 3-2-3 中央公民館
ポスタ-等の展示、
チラシの配布

各施設でポスタ-
展示、チラシ配布
及びホ-ムペ-ジへ
の掲載を行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

随時 0 0

イベント案内等
のチラシの配
布やポスター
掲示をし、情報
提供や周知を
行い成果をあ
げることができ
た。

A

目標どおり、情報
提供や周知を行
い成果をあげるこ
とができた。

ポスター等の展
示、チラシの配
布

各施設でポスター
展示、チラシ配布
及びホームページ
への掲載を行う。

イベント案内等、情
報提供することに
より、情報の周知
を図り、多くの参加
者を募る。

随時 0 0

イベント案内等
のチラシの配
布やポスター
掲示をし、情報
提供や周知を
行い成果をあ
げることができ
た。

Ａ

目標どおり、情報
提供や周知を行
い成果をあげるこ
とができた。

〇

イベント案内等のチラシ
の配布やポスター掲示を
し、情報提供や周知を行
い成果をあげることがで
きた。

継続

135 3-2-4
文化スポ-ツ課
（国際交流）

国際交流通信

イベントの報告や
お知らせの冊子を
作成し、協会会員
や市内関係各所に
配布する。

通信を通じて、国
際交流協会の活動
状況を知ってもら
う。

年4回 - -

通信を年４回
発行し、国際
交流協会の活
動状況や市内
在住の外国人
インタビュ-記
事を掲載し、会
員や市内関係
各所に配布し
た。

A

通信を年４回発行
して、市内関係各
所に配布し、国際
交流協会の活動
状況の周知を
図った。

国際交流通信

イベントの報告や
お知らせの冊子を
作成し、協会会員
や市内関係各所に
配布する。

通信を通じて、国
際交流協会の活動
状況を知ってもら
う。

年4回 - -

通信を年４回
発行し、国際
交流協会の活
動状況や市内
在住の外国人
インタビュ-記
事を掲載し、会
員や市内関係
各所に配布し
た。

A

通信を年４回発行
して、市内関係各
所に配布し、国際
交流協会の活動
状況の周知を
図った。

◎

コロナ禍で事業は減った
が、現地または日本在住
の外国人から、現在の様
子をレポートしてもらい、
和訳して掲載した。

兵庫県国際交流協
会委託事業に取り
組み、これまでつな
がりのなかった外国
人を日本語教室へ
誘うことができた

136 3-2-4
シティプロモ-ショ
ン室
（観光交流ﾋﾞｭ-ﾛ-）

たかさごの観詰

各種イベント情報
や店舗情報を掲載
し、市外を中心にＰ
Ｒをする。

高砂市の情報を市
内外に発信するこ
とにより高砂市をＰ
Ｒする。

年1～2回
発行
今後は、
観詰め動
画の配信
を進めて
いく。

10,000 10,000,000

観詰ブックの発
行および観光
交流ビュー
ローのHPにお
いて動画の配
信を行った。

Ａ

観詰ブックの発行
および観光交流
ビューローのHP
において動画の
配信を行い、高砂
市の情報を市内
外に発信すること
ができた。

たかさごの観詰

各種イベント情報
や店舗情報を掲載
し、市外を中心にＰ
Ｒをする。

高砂市の情報を市
内外に発信するこ
とにより高砂市をＰ
Ｒする。

年1～2回
発行
今後は、
観詰め動
画の配信
を進めて
いく。

10,000 10,000,000

観詰bookの発
行および観光
交流ビュー
ローのHPにお
いて動画の配
信を行った。併
せて、観光交
流ビューロー
のHPの改修を
行うとともに、
Facebookや
Twitterなどで
情報の発信を
行った。

Ａ

観詰bookの発行
および観光交流
ビューローのHP
においての動画
配信など、高砂市
の情報を市内外
に発信することが
できた。

○

観詰bookの発行および
動画配信など、高砂市の
情報を市内外に発信する
ことができた。

幅広い方に情報発
信をするため、
ビューローのHPに
て市PRのための動
画配信を行った。よ
り魅力的な情報を発
信できるよう、中身
の充実を図ってい
く。

137 3-2-4 都市政策課
みなとまちづくり瓦
版

瓦版を発行し、み
なとまちづくりに係
る活動等をＰＲす
る。

みなとまちづくり瓦
版を発行し、活動
等をＰＲする。

瓦版第14
号の発行

707 423,251

瓦版第14号を
発行し、市ホ-
ムペ-ジに掲載
した。

A

みなとまちづくり
瓦版の発行によ
り、活動等を広く
ＰＲすることがで
きた。

みなとまちづくり
瓦版

瓦版を発行し、み
なとまちづくりに係
る活動等をＰＲす
る。

みなとまちづくり瓦
版を発行し、活動
等をＰＲする。

瓦版第15
号の発行

584 433,512

瓦版第15号を
発行し、市ホ-
ムペ-ジに掲載
した。

A

みなとまちづくり
瓦版の発行によ
り、活動等を広く
ＰＲすることがで
きた。

○
みなとまちづくり瓦版の
発行により、活動等を広
くＰＲすることができた。

引き続きみなとまち
づくり瓦版の発行す
ることにより、活動
等をＰＲする。

138 3-2-5 3-1-9 3-1-9

139 3-2-6 文化スポーツ課
活動団体（個人）の
情報収集

各種イベント等をと
おして、文化に関
わる団体（個人）の
情報収集を行う。

文化に関わる団体
（個人）の情報収集
を行い、行政の行
うイベント等に新た
なアイディア等を取
り入れる。

1件 0 0

文化に掲載す
る団体や個人
の情報を新聞
社、テレビへ情
報提供した。

A

イベント案内等が
新聞に掲載され
たり、BAN‐BANテ
レビで放映され、
多くの方に周知を
図ることができ
た。

活動団体（個人）
の情報収集

各種イベント等をと
おして、文化に関
わる団体（個人）の
情報収集を行う。

文化に関わる団体
（個人）の情報収集
を行い、行政の行
うイベント等に新た
なアイディア等を取
り入れる。

1件 0 0

文化に関わる
団体（個人）の
情報収集を
行った。

A

インターネットを
通じて高砂市生
まれの文化に関
わる人物の情報
を収集した。

○
新聞やインターネットなど
で、文化に関する情報を
収集した。

継続して新聞やイン
ターネットなど文化
活動の情報を収集
し,情報発信を行い、
文化事業の活性化
を図っていく。

140 3-2-7 文化スポーツ課
郷土学習に関わる
団体との情報交換

郷土史研究等を活
動内容とする市民
団体や市民が、主
体となって相互に情
報交換や発表でき
る場を設けることが
できるよう、よびか
ける。

市民・各団体の情
報交流の場ができ
れば、厚みのある
市民活動の推進に
つながる。

団体間の
連絡調整
の場を設
定

0 0

郷土史研究活
動を行う市民
が主体となり、
定期的に情報
交換を実施し
た。

A

定期的に情報交
換を実施すること
で、市民の主体
的な活動の推進
を図ることができ
た。

郷土学習に関わ
る団体との情報
交換

郷土史研究等を活
動内容とする市民
団体や市民が、主
体となって相互に情
報交換や発表でき
る場を設けることが
できるよう、よびか
ける。

市民・各団体の情
報交流の場ができ
れば、厚みのある
市民活動の推進に
つながる。

団体間の
連絡調整
の場を設
定

0 0

郷土史研究活
動を行う市民
が主体となり、
定期的に情報
交換を実施し
た。

A

定期的に情報交
換を実施すること
で、市民の主体
的な活動の推進
を図ることができ
た。

○
市民の各団体の情報交
流により、厚みのある市
民活動を遂行できた。

継続して市民の情
報交換や活動発表
の機会づくりを図
る。

141 3-3-1
文化スポーツ課 各種団体等の連絡

会議

各種文化関係団体
等の会議の実施や
行政との連絡調整
等を行う。

各種文化関係団体
等の行う文化活動
への支援や協力・
連携を図る。

1回 0 0

文化連盟等、
各種文化団体
の会議の開催
を支援し、行政
との連絡調整
を行った。

A

会議等の開催の
支援や連携を行う
ことで、各種文化
関係団体の運営
を円滑に進めるこ
とができた。

各種団体等の連
絡会議

各種文化関係団体
等の会議の実施や
行政との連絡調整
等を行う。

各種文化関係団体
等の行う文化活動
への支援や協力・
連携を図る。

1回 0 0

文化連盟等、
各種文化団体
の会議の開催
を支援し、行政
との連絡調整
を行った。

A

会議等の開催の
支援や連携を行う
ことで、各種文化
関係団体の運営
を円滑に進めるこ
とができた。

○

会議等の支援や連携を
行うことで、文化団体へ
の支援や協力・連携を図
ることができた。

各団体と文化交流
をすることにより、活
動を広げ、文化への
理解や共感を深め
ていく。
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142 3-3-1 文化スポーツ課
高砂市文化振興審
議会

文化事業の進捗状
況や次年度事業の
検討を行う。

文化振興実施計画
等、基本方針に付
随する事項につい
て調査審議する。

2回 243 192,357

文化振興審議
会を2回開催
し、文化事業
の進捗管理及
び次年度事業
の検討を行っ
た。

A

文化事業の進捗
管理及び次年度
事業の検討を
行った。
文化振興による
まちづくりを総合
的かつ計画的に
推進することがで
きた。

高砂市文化振興
審議会

文化事業の進捗状
況や次年度事業の
検討を行う。

文化振興実施計画
等、基本方針に付
随する事項につい
て調査審議する。

2回 1,390 1,324,559

文化振興審議
会を2回開催
し、前年度の
文化事業結果
及び事業計画
の検討を行っ
た。文化施策
に関する市民
アンケートを実
施した。

A

文化事業の検討
を行った。
市民アンケートの
実施により、文化
と市民の関わりに
ついて調査するこ
とができた。

○

文化振興実施計画等、
基本方針に付随する事
項について調査審議を
行った。

文化施策に関する
市民アンケートの結
果をふまえ、第２次
高砂市文化振興基
本方針の策定をす
る。

143 3-3-1 生涯学習課
文化財審議委員会
（再掲1-2-1）

市文化財保護条例
に基づき、文化財の
指定、保存及び活
用について審議す
る。

文化財の保護を図
る。

年3回
235

（再掲）
141,025

2回審議委員
会を開催し、文
化財保護等に
ついて審議を
行った。

A

指定文化財や保
護対象の文化財
に関する指導を
得て、より良い保
存及び活用を図
ることができた。

文化財審議委員
会
（再掲1-2-1）

市文化財保護条例
に基づき、文化財の
指定、保存及び活
用について審議す
る。

文化財の保護を図
る。

年3回 232 143,880

2回審議委員
会を開催し、文
化財保護等に
ついて審議を
行った。

Ａ

指定文化財や保
護対象の文化財
に関する指導を
得て、より良い保
存及び活用を図
ることができた。

○

文化財の保存と活用に
ついて、専門家による助
言や審議をえることがで
きた。

引き続き実施する。

144 3-3-2 文化スポ-ツ課
文化連盟等への補
助金

文化まつり事業と
して、文化連盟及
び加盟団体が行う
事業に対し、補助
金を交付する。

各文化活動を支援
することにより、文
化振興を図る。

16団体
792

(再掲）
345,000

文化連盟加盟
団体（7団体）
が行う事業に
対し、補助金を
交付した。

B

コロナにより支援
する事業は減った
が、補助金を交付
することにより、
加盟団体の文化
活動を支援するこ
とができた。

文化連盟等への
補助金

文化まつり事業と
して、文化連盟及
び加盟団体が行う
事業に対し、補助
金を交付する。

各文化活動を支援
することにより、文
化振興を図る。

15団体 792 587,301

文化連盟加盟
団体（12団体）
が行う事業に
対し、補助金を
交付した。

A

補助金を交付す
ることにより、加
盟団体の文化活
動を支援すること
ができた。

○

新型コロナウイルスの影
響で中止及び縮小となっ
た事業があったが、各団
体の活動を発表すること
により、文化の伝承につ
ながった。

文化連盟の組織強
化を図り、さまざま
な活動や発表の場
の拡大に努める。

145 3-3-2
文化スポ-ツ課
（文化会館）

文化会館、文化保
健センタ-の優先
利用及び利用料金
の減免

・文化まつり事業
については、優先
利用、利用料金の
減免をする。
・文化連盟加盟団
体の行う事業は、
利用料金の減免を
する。

優先利用、利用料
金の減免により、
文化活動を行う団
体を支援する。

13事業 - -

文化連盟加盟
団体の実施す
る7事業につい
て、文化会館
等の優先利
用、利用料金
の減免、施設
予約の調整等
を行った。

B

コロナにより支援
する事業は減った
が、文化会館等
の優先利用等を
行うことにより、加
盟団体の文化活
動を支援すること
ができた。

文化会館、文化
保健センターの
優先利用及び利
用料金の減免

・文化まつり事業に
ついては、優先利
用、利用料金の減
免をする。
・文化連盟加盟団
体の行う事業は、
利用料金の減免を
する。

優先利用、利用料
金の減免により、
文化活動を行う団
体を支援する。

15事業 - -

文化連盟加盟
団体の実施す
る12事業につ
いて、文化会
館等の優先利
用、利用料金
の減免、施設
予約の調整等
を行った。

Ａ

文化会館等の優
先利用等を行うこ
とにより、加盟団
体の文化活動を
支援することがで
きた。

○
各文化活動を支援するこ
とにより、文化振興を図
ることができた。

継続して各文化活
動を支援することに
より、文化振興を図
る。

146 3-3-2 地域振興課
市民提案型地域協
働推進事業「夢の
シロ」補助金

市民が主体的、自
主的に行う公益活
動に対し補助金を
交付する。

市民の個性を活か
す市民参画都市高
砂をめざし、市民
の豊かな発想によ
る魅力的なまちづ
くりを推進するとと
もに、市民活動の
さらなる活性化と
地域力の向上を図
る。

優れた提
案事業を
選定し、補
助金を活
用してもら
う。

1,000 481,260

令和２年度補
助金交付対象
事業について
は、３事業（３
団体）に補助
金を交付した。
また、６事業（６
団体）を令和３
年度補助金交
付対象事業に
選定した。

A

市民が主体的、
自主的に行う公
益活動に対し、補
助金を交付し、市
民活動の活性化
と地域力の向上
を図ることができ
た。

市民提案型地域
協働推進事業
「夢の代」補助金

市民が主体的、自
主的に行う公益活
動に対し補助金を
交付する。

市民の個性を活か
す市民参画都市高
砂をめざし、市民
の豊かな発想によ
る魅力的なまちづ
くりを推進するとと
もに、市民活動の
さらなる活性化と
地域力の向上を図
る。

優れた提
案事業を
選定し、補
助金を活
用してもら
う。
団体設立
支援事業：
５件
活動団体
支援事業：
10件
地域活性
化事業：２
件

1,925 1,770,000

令和3年度の
補助金交付対
象事業につい
ては11事業
（11団体）に補
助金交付し
た。また、8事
業（8団体）を
令和4年度補
助金交付対象
事業に選定し
た。

A

市民が主体的、
自主的に行う公
益活動に対し、
補助金を交付
し、市民活動の
活性化と地域力
の向上を図るこ
とができた

○

優れた提案事業を選定
し、予算の範囲内で補
助金を活用してもらい、
市民活動の活性化が図
れた。

市民活動団体が、
利用しやすい補助
制度を検討する。

147 3-3-2 課税課
文化財の固定資産
税及び都市計画税
の減免

文化財に指定され
た建築物の税を減
免する。

税の減免により文
化財の保護活動を
支援する。

申請に応
じて

- -
該当がなかっ
た。

評価
なし

今後、文化財に
指定された場合、
税の減免を行い、
文化財保護活動
の支援を図ってい
く。

文化財の固定資
産税及び都市計
画税の減免

文化財に指定され
た建築物の税を減
免する。

税の減免により文
化財の保護活動を
支援する。

申請に応
じて

0 0
該当がなかっ
た。

評価
なし

今後、文化財に
指定された場合、
税の減免を行い、
文化財保護活動
の支援を図ってい
く。

- -
継続して税の減免を
行い、文化財保護
活動の支援を図る。

148 3-3-2 各公民館
公民館使用料の減
免

公民館登録グル-
プ、学校等の使用
料を減免する。

使用料を減免する
ことにより、各使用
団体の負担軽減を
図り、利用の促進
をする。

10,000件 0 0

7,661件の使用
料を減免し、使
用団体の負担
軽減を図り、団
体活動の支援
を図ることがで
きた。

B

新型コロナのた
め、減免の件数
は、目標の約８割
に留まった。

- - - - - - - - -
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149 3-3-2

生涯学習課
（文化遺産活用観
光振興・地域活性
化事業実行委員
会）

文化遺産を活かし
た地域活性化事業

地域の文化遺産を
活用し、地域活性
化を図る市民主体
の活動を支援す
る。

伝統的な文化遺産
を生かした地域活
性化を図る。
文化庁補助事業

多くの団
体に活用
してもら
う。

- -

市内民俗団体
９団体の活動
に対して、文化
庁から補助金
交付の決定が
あった。

A

祭礼などの伝統
文化活動の補助
金申請事務を支
援し、市民主体の
活動の支援を図
ることができた。

文化遺産を活か
した地域活性化
事業

地域の文化遺産を
活用し、地域活性
化を図る市民主体
の活動を支援す
る。

伝統的な文化遺産
を生かした地域活
性化を図る。
文化庁補助事業

多くの団
体に活用
してもら
う。

― ―

市内民俗団体
１３団体の活動
に対して、文化
庁から補助金
交付の決定が
あった。

Ａ

祭礼などの伝統
文化活動の補助
金申請事務を支
援し、市民主体の
活動の支援を図
ることができた。

○

団体主体の文化庁補助
事業であるが、祭礼団体
等の支援を行うことがで
きた。

引き続き市民主体
の活動支援に取り
組む。

150 3-3-2 障がい福祉課
障害者交流事業補
助金

障がい者とその他
の市民とが交流し
て行うスポ-ツ及び
レクリエ-ション活
動等の事業に対
し、補助金を交付
する。

障がい者に対する
理解と認識を深
め、障がい者の福
祉の増進を図る。

1件 600 0

０件(新型コロ
ナウイルス感
染症拡大の影
響により、補助
対象イベント開
催自粛）

- -
文化遺産を活か
した地域活性化
事業

地域の文化遺産を
活用し、地域活性
化を図る市民主体
の活動を支援す
る。

伝統的な文化遺産
を生かした地域活
性化を図る。
文化庁補助事業

多くの団
体に活用
してもら
う。

1件 600

０件(新型コロ
ナウイルス感
染症拡大の影
響により、補助
対象イベント開
催自粛）

- - -

新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により、補
助対象イベントが開催さ
れなかったため、補助金
交付なし。

引き続き交流事業
の開催を支援し、障
がい者に対する理
解を認識を深め、障
がい者の福祉の増
進を図る。

151 3-3-3 文化スポ-ツ課
芸術文化公演再開
緊急支援事業助成
金

兵庫県等と連携
し、芸術文化公演
を開催する主催者
に対し、施設基本
利用料金の１／２
を助成する。

コロナ禍での芸術
文化活動の早期再
開を支援する。

29件 1,800 323,300

13件の申請が
あり、公演を実
施した１１件に
ついて施設基
本利用料金を
助成した。

A

コロナ禍での芸術
文化活動の早期
再開を支援するこ
とができた。

- - - - - - - - - ○
コロナ禍での芸術文化活
動の早期再開を支援す
ることができた。

国や県等からの助
成金についての情
報は積極的に周知
していく。

152 3-3-3 総務課
後援申請の案内、
承認

活動団体のイベン
ト等に対して、後援
申請の案内及び承
認を行う。

学術、文化、スポ-
ツ及び福祉等に関
する事業を行う団
体に対し、市の後
援名義 の使用を
承認することにより
その事業を奨励
し、学術、文化及
びスポ-ツの振興
並びに福祉の増進
等に資することを
目的とする。

申請に応
じて

0 0 承認件数64件 A

学術、文化、スポ
-ツ及び福祉等に
関する事業を行う
団体に対し、市の
後援名義 の使用
を承認することに
よりその事業を奨
励し、学術、文化
及びスポ-ツの振
興並びに福祉の
増進等に資する
ことができた。

後援申請の案
内、承認

活動団体のイベン
ト等に対して、後援
申請の案内及び承
認を行う。

学術、文化、ス
ポーツ及び福祉等
に関する事業を行
う団体に対し、市
の後援名義 の使
用を承認すること
によりその事業を
奨励し、学術、文
化及びスポーツの
振興並びに福祉の
増進等に資するこ
とを目的とする。

申請に応
じて

0 0 承認件数84件 A

学術、文化、スポ
-ツ及び福祉等に
関する事業を行う
団体に対し、市の
後援名義 の使用
を承認することに
よりその事業を奨
励し、学術、文化
及びスポ-ツの振
興並びに福祉の
増進等に資する
ことができた。

〇

学術、文化、スポーツ及
び福祉等に関する事業を
行う団体に対し、市の後
援名義 の使用を承認す
ることによりその事業を
奨励し、学術、文化及び
スポーツの振興並びに福
祉の増進等に資すること
ができた。

引き続き高砂市後
援の名義使用承認
に関する事務取扱
要綱に基づき判断
を行い、承認する。

153 3-3-3 生涯学習課 後援申請の案内

活動団体のイベン
ト等に対して、後援
申請の案内及び承
認を行う。

市民の幅広い参加
教育行政への寄与

申請に応
じて

0 0 承認件数76件
評価
なし

申請に応じて承
認するため。

後援申請の案内

活動団体のイベン
ト等に対して、後援
申請の案内及び承
認を行う。

市民の幅広い参加
教育行政への寄与

申請に応
じて

0 0 承認件数６９件 評価なし
申請に応じて承
認している。

〇
活動団体のイベント等に
対して、後援申請の案内
及び承認を行う。

引き続き実施する。

154 3-3-3 文化スポーツ課 後援申請の案内

活動団体のイベン
ト等に対して後援
申請の案内を行
う。

申請方法や申請場
所を案内すること
で、手続きが円滑
に行えるようにす
る。

随時 0 0

各種文化団体
に対して、後援
申請の案内を
行った。

A

文化連盟加盟団
体や来庁者に案
内し、団体の文化
活動の支援する
ことができた。

後援申請の案内

活動団体のイベン
ト等に対して後援
申請の案内を行
う。

申請方法や申請場
所を案内すること
で、手続きが円滑
に行えるようにす
る。

随時 0 0

各種文化団体
に対して、後援
申請の案内を
行った。

A

文化連盟加盟団
体や来庁者に案
内し、団体の文化
活動の支援する
ことができた。

○
後援申請の案内を行い、
手続きが円滑に行えるよ
うに支援ができた。

継続して申請方法
や申請場所を案内
することで、手続き
が円滑に行えるよう
支援する。

155 3-3-4
文化スポーツ課
ほか

指定管理者との連
携

施設管理や実施事
業等について連携
を図る。

施設管理や実施事
業等について連携
を図ることにより、
文化団体が活動し
やすい環境づくり
や多様な文化事業
を展開する。

・会議
月１回
・運営委
員会
年１回
・事業随
時

0 0

（文化スポ-ツ
課）
コロナ禍のた
め電話やZoom
を取り入れな
がら、文化会
館連絡調整会
議を行った。

A

（文化スポ-ツ課）
施設管理や実施
事業について連
絡、調整を行うこ
とで、文化団体が
活動しやすい環
境整備を図ること
ができた。

指定管理者との
連携

施設管理や実施事
業等について連携
を図る。

施設管理や実施事
業等について連携
を図ることにより、
文化団体が活動し
やすい環境づくり
や多様な文化事業
を展開する。

・会議
月１回
・運営委
員会
年１回
・事業随
時

0 0

（文化スポーツ
課）
月１回文化会
館連絡調整会
議を行った。

Ａ

（文化スポーツ
課）
毎月会議を行い、
施設管理や実施
事業について連
絡、調整を行うこ
とで、文化団体が
活動しやすい環
境整備を図ること
ができた。

○

月１回連絡調整会議を実
施することにより、施設
の運営管理や実施事業
について調整ができ、文
化団体が活動しやすい
環境づくりが図れた。

継続して指定管理
者と施設管理や実
施事業等について
連携を図り、文化団
体が活動しやすい
環境づくりや多様な
文化事業を展開して
いく。

21



事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標
予算

(千円）
決算
（円）

成果・実績 評価
評価説明

（特記事項）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

予算
(千円）

決算
(円)

成果・実績 評価 評価説明
令和２・３年度事
業の目的に対す

る評価

令和２・３年度の評価説
明

新たな視点・取組み

一連
番号

施策
番号

担当課
（主催）

令和２年度 令和３年度 令和２・３年度事業の目的に対する評価

156 3-3-4
文化スポーツ課
ほか

公益財団法人高砂
市施設利用振興財
団との連携

施設管理や実施事
業について連携を
図る。

施設管理や実施事
業等について連携
を図ることにより、
文化団体が活動し
やすい環境づくり
や多様な文化事業
を展開する。

1件 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
公益財団法人高
砂市施設利用振
興財団との連携

施設管理や実施事
業について連携を
図る。

施設管理や実施事
業等について連携
を図ることにより、
文化団体が活動し
やすい環境づくり
や多様な文化事業
を展開する。

1件 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により中止
した。

コロナ禍においても
実施できるよう工夫
を行う。

157 3-3-5 文化スポ-ツ課 企業との連携
実施事業につい
て、協力、連携を
図る。

企業との連携を支
援し、文化活動を
通して地域の活性
化を図る。

1件 0 0

市美術展にお
いて神戸新聞
社賞を設け、
表彰状と盾を
提供いただい
た。

A

企業と連携し、市
美術展の充実を
図ることができ
た。

企業との連携
実施事業につい
て、協力、連携を
図る。

企業との連携を支
援し、文化活動を
通して地域の活性
化を図る。

1件 0 0

市美術展にお
いて神戸新聞
社賞を設け、
表彰状と盾を
提供いただい
た。

A

企業と連携し、市
美術展の充実を
図ることができ
た。

○

事業実施について、企業
との協力、連携を図るこ
とにより文化活動の活性
化が図れた。

継続して文化事業
について、企業との
協力、連携を図る。

158 3-3-5
シティプロモ-ショ
ン室

企業との連携
実施事業につい
て、協力、連携を
図る。

たかさご万灯祭等
地元行事実施時に
企業との連携を図
る。

今後も各
種誘客イ
ベントでの
企業との
連携を
図ってい
く。
2件

0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - 企業との連携
実施事業につい
て、協力、連携を
図る。

たかさご万灯祭等
地元行事実施時に
企業との連携を図
る。

今後も各
種誘客イ
ベントでの
企業との
連携を
図ってい
く。

0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

― ― ―

新型コロナウイルス感染
症の影響により、２・３年
度は企業と連携したイベ
ントを開催することができ
なかった。

新型コロナウイルス
感染症の状況を鑑
み、感染対策等を講
じながら、イベントの
実施に向けて企業
との連携を実施す
る。

159 3-3-6 生涯学習課 指定文化財の保護

市文化財保護条例
により、市内にある
指定文化財の保
存、継承、活用に努
め、郷土に対する認
識を深める。

文化財保護法に
のっとり市内に点
在する文化財の保
存・整備・活用を図
る。

文化財の
保存・整
備・活用

3,623 3,361,590

文化財の保存
と活用に係る
取組みを行っ
た。

A

年度当初の文化
財事業計画のと
おり、遂行するこ
とができた。

指定文化財の保
護

市文化財保護条例
により、市内にある
指定文化財の保
存、継承、活用に努
め、郷土に対する認
識を深める。

文化財保護法に
のっとり市内に点
在する文化財の保
存・整備・活用を図
る。

文化財の
保存・整
備・活用

3,684 3,412,700

文化財の保存
と活用に係る
取組みを行っ
た。

Ａ

年度当初の文化
財事業計画のと
おり、遂行するこ
とができた。

○

文化財の保存と活用に
ついて、専門家による助
言や審議を得ることがで
きた。

引き続き実施する。

160 3-3-7 2-1-1 2-1-1

161 3-3-8 2-1-2 2-1-2

162 3-3-9 2-2-8 2-2-8

163 3-4-1 文化スポーツ課
文化会館・文化保
健センタ-の施設
整備

施設の整備を行
う。

文化に接する場や
練習、発表の場を
整備、充実するこ
とにより、活動団
体を支援する。

①文化保
健センタ-
空調ダクト
修繕
②指定管
理者によ
る小修繕

①2,800
②8,000

➀2,530,000
②8,000,000

①文化保健セ
ンタ-空調ダク
ト修繕
②指定管理者
による小修繕
を行った。

A

市民の文化活動
を支援し、安全・
安心に利用でき
るよう、計画的に
文化施設の整備
を行い、施設の適
切な維持管理に
努めた。

文化会館・文化
保健センターの
施設整備

施設の整備を行
う。

文化に接する場や
練習、発表の場を
整備、充実するこ
とにより、活動団
体を支援する。

指定管理
者による
小修繕

8,000
①2,006,400
②8,000,000

①文化保健セ
ンタ-電動式移
動観覧席の修
繕を行った。
②指定管理者
による小修繕
を行った。

A

市民の文化活動
を支援し、安全・
安心に利用でき
るよう、計画的に
文化施設の整備
を行い、施設の適
切な維持管理に
努めた。

○

計画的に文化会館及び
文化保健センターの施設
整備を実施し、文化活動
の場を整備し、活動を支
援した。

計画的に施設の整
備を行い、利用の向
上に努め団体の活
動促進を図ってい
く。

164 3-4-2 3-3-4 3-3-4
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165 4-1-1
文化スポ-ツ課
（文化会館）

文化会館での各種
イベント

さまざまな分野の
イベントを実施す
る。

多様な文化に触れ
る機会を提供す
る。

- - -

大ホ-ルのピア
ノひとり占めな
ど、コロナ禍で
も安心できる事
業を実施した。
また、童謡コー
ラスやダンス等
講座事業を開
催した。

A

さまざまな分野の
講座や事業を実
施し、多様な文化
に触れる機会を
提供できた。

文化会館での各
種イベント

さまざまな分野の
イベントを実施す
る。

多様な文化に触れ
る機会を提供す
る。

- - -

大ホ-ルのピア
ノひとり占め、
TAO BEST
LIVE2021、が
んばるーむ等
さまざまな主催
事業や講座事
業を行った。

A

さまざまな分野の
講座や事業を実
施し、多様な文化
に触れる機会を
提供できた。

〇

新型コロナ感染症の拡大
を防止しながら、さまざま
な分野の事業を実施し
た。

継続してさまざまな
分野の講座や事業
を実施し、多様な文
化に触れる機会を
提供する。

166 4-1-1

シティプロモ-ショ
ン室
（高砂市フィルムコ
ミッション）

映画の魅力を伝え
る事業

他の事業等とジョ
イントするなど映画
の魅力を伝える事
業の検討・企画・実
施

映画を通じて、ノス
タルジックな風景
が残る高砂市の町
並みを紹介し、誘
客に繋げるととも
に地域の活性化を
図る。

ロケ地フェ
ア等に参
加しTV、
映画、CM
などの誘
致を進め
る。

0 0

ロケ地誘致用
パンフレットを
制作会社など
に送付した。

A

ロケ地誘致に向
けたPR活動を行
い、高砂市への
誘客に繋げるとと
もに、地域の活性
化を図ることがで
きた。

映画の魅力を伝
える事業

他の事業等とジョ
イントするなど映画
の魅力を伝える事
業の検討・企画・実
施

映画を通じて、ノス
タルジックな風景
が残る高砂市の町
並みを紹介し、誘
客に繋げるととも
に地域の活性化を
図る。

ロケ地フェ
ア等に参
加しTV、
映画、CM
などの誘
致を進め
る。

0 0

ロケ地誘致用
パンフレットを
制作会社など
に送付した。

A

ロケ地誘致に向
けたPR活動を行
い、高砂市への
誘客に繋げるとと
もに、地域の活性
化を図ることがで
きた。

△

新型コロナウイルスの影
響もあり、映画を通じて
の高砂市の紹介し、地域
の活性化を図ることは困
難であった。

TV取材やSNS発信
者等を通じて、高砂
市の魅力を発信して
いただき、地域の活
性化を図っていく。

167 4-1-2

シティプロモ-ショ
ン室
（高砂観月能の
会）

高砂観月能

高砂神社能舞台で
実施し、謡曲「高
砂」ゆかりの地をＰ
Ｒする。

高砂観月能開催を
支援する。

1回 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - 高砂観月能

高砂神社能舞台で
実施し、謡曲「高
砂」ゆかりの地をＰ
Ｒする。

高砂観月能開催を
支援する。

1回 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

― ― ―

新型コロナウイルス感染
症の影響により、２・３年
度はイベントを開催する
ことができなかった。

新型コロナウイルス
感染症の状況を鑑
み、感染対策等を助
言しながら、謡曲
「高砂』ゆかりの地
をPRに努める。

168 4-1-2
シティプロモ-ショ
ン室

たかさご万灯祭
(再掲3-1-7）

歴史的景観形成地
区に指定された高
砂町をキャンドル
等の灯りやジャズ
で演出し、高砂町
の景観をＰＲする。

高砂町の景観をＰ
Ｒすることにより、
まちの活性化を図
る。

1回
1,500

(再掲）
0

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
たかさご万灯祭
(再掲3-1-7）

歴史的景観形成地
区に指定された高
砂町をキャンドル
等の灯りやジャズ
で演出し、高砂町
の景観をＰＲする。

高砂町の景観をＰ
Ｒすることにより、
まちの活性化を図
る。

1回
1,500

(再掲）
0

新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

― ― ― （再掲）

新型コロナウイルス感染
症の影響により、２・３年
度はたかさご万灯祭によ
る高砂町の景観をPRす
ることができなかった。
（再掲）

新型コロナウイルス
感染症の状況を鑑
み、感染対策等を講
じながら、イベントの
実施により、高砂町
の景観のPRに努め
る。
（再掲）

169 4-1-3 文化スポーツ課
文化団体のコラボ
レーション

さまざまな文化団
体のコラボレ-ショ
ンの企画や団体間
の調整を行う。

コラボレ-ションす
ることで、他団体と
の交流や新たな文
化活動への発展を
促す。また、多方
面から高砂市を紹
介する。

1回 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
文化団体のコラ
ボレーション

さまざまな文化団
体のコラボレーショ
ンの企画や団体間
の調整を行う。

コラボレーションす
ることで、他団体と
の交流や新たな文
化活動への発展を
促す。また、多方
面から高砂市を紹
介する。

1回 0 0
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止と
なった。

コロナ禍においても
実施できるよう工夫
を行う。

170 4-1-4 2-1-5 2-1-5

171 4-2-1

文化スポーツ課
（高砂市文化連
盟・各実行委員
会）

東播磨文化団体連
合会事業
※8市3町で実施
（大茶会、地域文
化を考えるｼﾝﾎﾟｼﾞ
ｳﾑ、ｺ-ﾗｽ、みんよ
う、美術展、芸能
祭、子午線発行、
東播磨の地域文化
を考える会 ）

各大会に参加す
る。

東播磨の各団体と
合同で大会を実施
し、文化交流をす
ることにより、活動
を広げ、深める。

各大会に
参加す
る。

0 0

コロナ禍により
多数の行事が
中止となり、子
午線発行委員
会と地域文化
を考える会の
み開催された。

- -

東播磨文化団体
連合会事業
※8市3町で実施
（大茶会、地域文
化を考えるｼﾝﾎﾟ
ｼﾞｳﾑ、ｺｰﾗｽ、み
んよう、美術展、
芸能祭、子午線
発行、東播磨の
地域文化を考え
る会 ）

東はりま大茶会を
開催する。
各大会に参加す
る。

東播磨の各団体と
合同で大会を実施
し、文化交流をす
ることにより、活動
を広げ、深める。

①東はりま
大茶会を
高砂市で
開催する。
②各大会
に参加す
る。

①350
②0

①8542
②0

東はりま大茶
会等、新型コロ
ナウイルスの
感染リスクが
高い事業につ
いては中止と
なったが、実施
された大会に
参加した。

B

新型コロナウイル
スの影響で中止
となった事業が
あったが、地域文
化を考えるｼﾝﾎﾟｼﾞ
ｳﾑに参加し、文
化交流することで
活動の幅を広げ
ることができた。

○
東文連主催事業に参加
し、文化交流をすること
ができた。

継続して東文連事
業へ積極的に参加
し、各団体と文化交
流し、文化への理解
や共感を深める。

172 4-2-2 文化スポ-ツ課 宍粟市との交流

宍粟市が実施する
事業について、「広
報たかさご」に掲
載、ポスタ-、チラ
シの配布を行う。

宍粟市が実施する
事業を市民に知ら
せ、参加者を募
る。

4件 0 0

宍粟市が実施
する事業（2件）
について、広報
掲載やチラシ
の配布を行っ
た。

B
楓香荘閉館によ
り掲載は2件と
なった。

宍粟市との交流

宍粟市が実施する
事業について、「広
報たかさご」に掲
載、ポスター、チラ
シの配布を行う。

宍粟市が実施する
事業を市民に知ら
せ、参加者を募
る。

2件 0 0 1件 B

宍粟市が実施す
る事業について、
広報掲載やチラ
シの配布を行っ
た。

△

「広報たかさご」に掲載す
る宍粟市が実施する事
業の件数が目標に届か
なかったため。

他市との文化交流
をすることにより、活
動を広げ、文化への
理解や共感を深め
る。
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173 4-2-2
文化スポ-ツ課
（国際交流）

姫路市との交流

ひめじ国際交流
フェスティバルにブ
-ス出展し、高砂市
及び高砂市国際交
流協会のPRを行
う。

高砂市及び高砂市
国際交流協会の活
動を紹介すること
により、市のPRを
図る。

1回 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - 姫路市との交流

ひめじ国際交流
フェスティバルに
ブース出展し、高
砂市及び高砂市国
際交流協会のPR
を行う。

高砂市及び高砂市
国際交流協会の活
動を紹介すること
により、市のPRを
図る。

1回 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止と
なった。

令和4年度は不参加

174 4-2-3 1-3-5 1-3-5

175 4-2-3
文化スポーツ課
（国際交流）

ラトロ-ブ・デイ～国
際交流バ-ベキュ-
～

日本人と在日外国
人との交流バ-ベ
キュ-を行う。

バ-ベキュ-を通じ
て日本人と在日外
国人との交流の場
を提供し、多文化
共生への関心を高
める。

200人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
ラトローブ・デイ
～国際交流バー
ベキュー～

日本人と在日外国
人との交流バーベ
キューを行う。

バーベキューを通
じて日本人と在日
外国人との交流の
場を提供し、多文
化共生への関心を
高める。

200人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止と
なった。

令和4年度は実施予
定

176 4-2-3
文化スポーツ課
（国際交流）

国際交流バス旅行

日本人と在日外国
人のための1日バ
ス旅行を実施す
る。

バス旅行を通し
て、在日外国人と
の交流の場を提供
する。

50人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
国際交流バス旅
行

日本人と在日外国
人のための1日バ
ス旅行を実施す
る。

バス旅行を通し
て、在日外国人と
の交流の場を提供
する。

50人 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止と
なった。

令和4年度は実施予
定

177 4-2-3
文化スポーツ課
（国際交流）

国際文化交流会
（国際交流サロン）

外国籍の人と簡単
な英語と日本語で
毎回テ-マを決めて
会話する。

外国籍の人と会話
することにより、相
互の文化交流の機
会を設ける。

毎月1回
のべ120
人

- -

テ-マに沿った
英会話サロン
を開催した。2
回開催し、の
べ18人が参加
した。

B

コロナ禍により回
数は少なかった
が、外国籍の方と
会話することによ
り、相互の文化交
流の機会を設け
ることができた。

国際文化交流会
（国際交流サロ
ン）

外国籍の人と簡単
な英語と日本語で
毎回テーマを決め
て会話する。

外国籍の人と会話
することにより、相
互の文化交流の機
会を設ける。

毎月1回
のべ120
人

- -
オンライン開催
3回、対面（クリ
スマス）１回

B
毎月開催できな
かった

○ 毎月開催できなかった。
オンラインで海外か
らの参加者を募る

178 4-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

日本語教室
在日外国人が日本
語を学ぶ機会を設
ける。

外国籍の人が日本
で生活するために
必要最低限度の日
本語を習得する場
を設ける。

毎週2回 - -

・日本語を学ぶ
教室を毎週2回
開催した。20人
が参加した。

A

外国籍の人が日
本で生活するた
めに必要最低限
度の日本語を習
得する場を設け、
在住外国人へ支
援を図ることがで
きた。

日本語教室
在日外国人が日本
語を学ぶ機会を設
ける。

外国籍の人が日本
で生活するために
必要最低限度の日
本語を習得する場
を設ける。

毎週2回 - -
学習者約9名、
ボランティア講
師約9名

Ａ

コロナ禍で学習者
は減ったが、ボラ
ンティア講師は熱
心に取り組んでい
ただいた。

○

コロナ禍で学習者は減っ
たが、ボランティア講師
は熱心に取り組んでいた
だいた。

兵庫県国際交流協
会委託事業の一環
として、ボランティア
講師のオンライン研
修会、「すぐに役立
つ日本語教室」への
サポーターとしての
参加

179 4-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

語学講座（韓国語・
英会話）

日本人対象の語学
講座

外国語とともに、外
国の文化や歴史を
学ぶ機会を設け
る。

24人 - -

韓国語・英会
話講座を開催
した。15人が参
加した。

A

外国語とともに、
外国の文化や歴
史を学ぶ機会を
設け、相互の文
化を理解するとと
もに、通訳ボラン
ティアの育成を図
ることができた。

語学講座（韓国
語・英会話）

日本人対象の語学
講座

外国語とともに、外
国の文化や歴史を
学ぶ機会を設け
る。

24人 - -

韓国語22名、
英会話20名の
学習者参加が
あった

S

目標人数よりも多
くの参加があり、
全授業を実施す
ることができた。

◎

コロナ禍で中止や教室移
動があったが、目標の全
37回授業をすることがで
きた。

令和3年度韓国語は
初心者向けの入門
クラスにしたところ、
学習希望者が増え
た

180 4-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

国際文化交流会
（国際交流講演会）

外国人や外国に詳
しい人等を講師と
して招き、講演会
等を開催する。

外国文化について
学ぶ機会を設け
る。

年1回 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
国際文化交流会
（国際交流講演
会）

外国人や外国に詳
しい人等を講師と
して招き、講演会
等を開催する。

外国文化について
学ぶ機会を設け
る。

年1回 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- - -
新型コロナウイルス感染
症の影響により中止と
なった。

令和4年度は実施予
定
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181 4-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

たかさご万灯祭に
おいてラトロ-ブ市
の紹介

たかさご万灯祭に
おいてラトロ-ブ市
の紹介

海外姉妹都市のラ
トロ-ブ市を紹介す
る。

年1回 - -
新型コロナウイ
ルス感染症の
影響で中止

- -
たかさご万灯祭
においてラトロー
ブ市の紹介

たかさご万灯祭に
おいてラトローブ市
の紹介

海外姉妹都市のラ
トローブ市を紹介
する。

年1回 - -
オンライン開催
3回、対面（クリ
スマス）１回

B
毎月開催できな
かった

○ 毎月開催できなかった。
オンラインで海外か
らの参加者を募る

182 5-1-1 3-1-3 3-1-3

183 5-1-2 4-1-2 4-1-2

184 5-1-3
シティプロモ-ショ
ン室
（観光交流ﾋﾞｭ-ﾛ-）

観光マップ（ガイド
ブック）

高砂市のＰＲや誘
客を図るため、観
光交流ビュ-ロ-と
共にマップやガイド
を作成し、駅前観
光案内所ちちり、
公共施設に設置す
る。また、イベント
や会議の開催時に
配付する。

観光マップを作成
し、配布することに
より高砂市のＰＲ
や誘客を図る。

観光MAP
の更新を
進めてい
く。

10,000
（再掲）

10,000,000
（再掲）

観詰ブック等を
作成し、市の
PRを行った。

A

観光マップを発行
し、市内の情報を
市内外に広く発信
することができ
た。

観光マップ（ガイ
ドブック）

高砂市のＰＲや誘
客を図るため、観
光交流ビューローと
共にマップやガイド
を作成し、駅前観光
案内所ちちり、公共
施設に設置する。ま
た、イベントや会議
の開催時に配付す
る。

観光マップを作成
し、配布することに
より高砂市のＰＲ
や誘客を図る。

観光MAP
の更新を
進めてい
く。

10,000
（再掲）

10,000,000
（再掲）

観詰ブック等を
作成し、市の
PRを行った

Ａ

観光マップを発行
し、市内の情報を
市内外に広く発信
することができ
た。

○

市の魅力を広く発信する
ため、中身を充実させる
ため改訂を行いながら、
高砂市への誘客を図って
きた。

内容の充実や最新
の情報をお伝えして
いくため、常時改訂
を行うとともに、広く
配布できるようデジ
タル版の作成も進
めていく。

185 5-1-4
シティプロモ-ショ
ン室
（観光交流ﾋﾞｭ-ﾛ-）

夫婦和合・結びの
まち推進事業

夫婦和合・結びの
まちとなるプロモ-
ション事業の企画
を検討する。

夫婦和合の象徴
（ランドマ-ク）の構
築を図る。

夫婦和合
の象徴（ラ
ンドマ-ク）
の構築。
新たな婚
活、カップ
ル対象の
イベントの
構築。

10,000
（再掲）

10,000,000
（再掲）

水引細工のワ
-クショップを実
施した(年１回）
観光情報誌
「観詰」に結び
のまち伝説を
掲載した。

B

夫婦和合の象徴
(ランドマ-ク)の構
築までにはいたら
なかったが、夫婦
和合・結びのまち
としてPR活動を行
い、市内外に発
信することができ
た。

夫婦和合・結び
のまち推進事業

夫婦和合・結びの
まちとなるプロモー
ション事業の企画
を検討する。

夫婦和合の象徴
（ランドマーク）の
構築を図る。

夫婦和合
の象徴（ラ
ンドマー
ク）の構
築。
新たな婚
活、カップ
ル対象の
イベントの
構築。

10,000
（再掲）

10,000,000
（再掲）

観光情報誌
「観詰」に結び
のまち伝説を
掲載した。

Ｂ

夫婦和合の象徴
(ランドマーク)の
構築までにはい
たらなかったが、
夫婦和合・結びの
まちとしてPR活動
を行い、市内外に
発信することがで
きた。

△
結びのまちを前面に出し
た事業の実施をすること
は出来なかった。

今後は定着が可能
な婚活やカップルで
参加できるイベント
の実施や、結びのま
ちを象徴出来るラン
ドマークの設置など
を進める。

186 5-1-4

生涯学習課
（文化遺産活用地
域活性化事業実
行委員会）

文化遺産を活かし
た地域活性化事業
(再掲3-3-2)

地域の文化遺産を
活用し、地域活性
化を図る市民主体
の活動を支援す
る。

伝統的な文化遺産
を生かした地域活
性化を図る。
文化庁補助事業

- - -

市内民俗団体
９団体の活動
に対して、文化
庁から補助金
交付の決定が
あった。

A

祭礼などの伝統
文化活動の補助
金申請事務を支
援し、市民主体の
活動の支援を図
ることができた。

文化遺産を活か
した地域活性化
事業
(再掲3-3-2)

地域の文化遺産を
活用し、地域活性
化を図る市民主体
の活動を支援す
る。

伝統的な文化遺産
を生かした地域活
性化を図る。
文化庁補助事業

多くの団
体に活用
してもら
う。

― ―

市内民俗団体
１３団体の活動
に対して、文化
庁から補助金
交付の決定が
あった。

Ａ

祭礼などの伝統
文化活動の補助
金申請事務を支
援し、市民主体の
活動の支援を図
ることができた。

○

団体主体の文化庁補助
事業であるが、祭礼団体
等の支援を行うことがで
きた。

引き続き市民主体
の活動支援に取り
組む。

187 5-1-5
幼児保育課（保育
所・こども園）

行事や地域の特産
品を取り入れた献
立

・行事に伴った給
食やおやつの献立
を検討し、実施す
る。
・近隣の野菜をＪA
から購入する。
・保育園の給食に
行事や地域の特産
品を取り入れる。

保育園の日常的な
給食や食育行事の
なかで高砂特産品
を取り入れること
で、地域活性化に
つなげる。

高砂の特
産品を取
り入れるこ
とで、地域
活性化を
促進す
る。

- -

保育園の日常
的な給食や食
育行事の中で
高砂特産品を
取り入れた。

A

保育園の日常的
な給食や食育行
事の中で、高砂
の特産品を活用
することで、地域
活性化を促進す
ることができた。

行事や地域の特
産品を取り入れ
た献立

・行事に伴った給
食やおやつの献立
を検討し、実施す
る。
・近隣の野菜をＪＡ
から購入する。
・保育園の給食に
行事や地域の特産
品を取り入れる。

保育園の日常的な
給食や食育行事の
なかで高砂特産品
を取り入れること
で、地域活性化に
つなげる。

高砂の特
産品を取
り入れるこ
とで、地域
活性化を
促進す
る。

- -

保育園の日常
的な給食や食
育行事の中で
高砂特産品を
取り入れた。

A

保育園の日常的
な給食や食育行
事の中で、高砂
の特産品を活用
することで、地域
活性化を促進す
ることができた。

○

保育園の日常的な給食
や食育行事の中で、高砂
の特産品を活用すること
で、域活性化を促進する
ことができた。

現状維持

188 5-1-5 学校給食課
行事や地域の特産
品を取り入れた献
立

・行事に伴った給
食の献立を検討
し、実施する。
・近隣の野菜をＪA
から購入する。
・学校給食に行事
や地域の特産品を
取り入れる。

・行事食を通して
伝統や歴史を学び
地域の食文化を未
来に伝えていく。
・地元の食材の旬
を知らせる。

行事食を
学校給食
において
取り入れ
る。地元
の食材を
可能な限
り使用す
る。

0 0

学校給食にお
いて行事食を
実施した。
ＪA兵庫南管内
で収穫された
野菜を可能な
範囲で給食に
取り入れること
ができた。

A

目標どおり学校
給食に行事食や
地産地消の献立
を取り入れて実施
し、地域の特産品
の活用を図ること
ができた。

行事や地域の特
産品を取り入れ
た献立

・行事に伴った給
食の献立を検討
し、実施する。
・近隣の野菜をＪＡ
から購入する。
・学校給食に行事
や地域の地場産物
を取り入れる。

・行事食を通して
伝統や歴史を学び
地域の食文化を未
来に伝えていく。
・地元の食材の旬
を知らせる。

行事食を
学校給食
において
取り入れ
る。地元
の食材を
可能な限
り使用す
る。

0 0

学校給食にお
いて行事食を
実施した。
ＪA兵庫南管内
で収穫された
野菜を可能な
範囲で給食に
取り入れること
ができた。

A

目標どおり学校
給食に行事食や
地産地消の献立
を取り入れて実施
し、地域の特産品
の活用を図ること
ができた。

〇
行事食を学校給食にお
いて取り入れることがで
きた。

継続して地元の食
材を可能な限り使用
する。
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189 5-2-1
シティプロモ-ショ
ン室
（観光交流ﾋﾞｭ-ﾛ-）

地域ブランド商品
発信事業

松右衛門帆布及び
高砂染関連商品等
を観光案内所ちち
りで販売し、ブラン
ドイメ-ジを高めて
いく。

高砂市の物産品の
ＰＲを図る。

-
10,000
（再掲）

10,000,000
（再掲）

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関
連商品等を観
光案内所ちち
りや結びんで
販売、また、ふ
るさと納税の記
念品として取り
扱うことで高砂
市をＰＲした。

A

観光案内所ちちり
や結びんでの地
域ブランド商品の
販売や、ふるさと
納税の記念品とし
て地域ブランド商
品を取り扱うこと
により、地域ブラ
ンドのPRや販売
促進を図ることが
できた。

地域ブランド商
品発信事業

松右衛門帆布及び
高砂染関連商品等
を観光案内所ちち
りで販売し、ブラン
ドイメージを高めて
いく。

高砂市の物産品の
ＰＲを図る。

-
10,000
（再掲）

10,000,000
（再掲）

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関
連商品等を観
光案内所ちち
りや結びんで
販売、また、ふ
るさと納税の記
念品として取り
扱うことで高砂
市をＰＲした。

Ａ

観光案内所ちちり
や結びんでの地
域ブランド商品の
販売や、ふるさと
納税の記念品とし
て地域ブランド商
品を取り扱うこと
により、地域ブラ
ンドのPRや販売
促進を図ることが
できた。

○

各案内所や観光交流
ビューローのＨＰなどを通
じ高砂市のブランド商品
としてＰＲを行った。

生石神社参集殿で
新たに観光案内所
「浮石資料館」を
オープンし、ＰＲを促
進することができ
た。今後も、イベント
やふるさと納税等を
通じて販路開拓を図
る。

190 5-2-2
シティプロモ-ショ
ン室

「たかさご未来寄
附金」の高砂ブラン
ド商品贈呈

寄附者に対して高
砂ブランドの記念品
を贈呈する。

高砂名産品の魅力
を発信し、高砂ブラ
ンドを広める。

- 121,516 100,917,000

高砂ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの
記念品の追加
や見直しを行
い、寄附件数
10,578件、寄付
金額は
200,304,000円と
なり、前年度比
約65.3％増と
なった。

A

より多くの寄附者
に対して高砂の
名産品の魅力を
発信することによ
り、市の地域経済
への支援と高砂
市のPRを図ること
ができた。

「たかさご未来
寄附金」の高砂
ブランド商品贈呈

寄附者に対して高
砂ブランドの記念品
を贈呈する。

高砂名産品の魅力
を発信し、高砂ブラ
ンドを広める。

- 136,555 118,813,429

高砂ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの
記念品の追加
や見直しを行
い、寄附件数
12,424件、寄付
金額は
244,366,800円と
なり、前年度比
約1.22倍増と
なった。

Ａ

より多くの寄附者
に対して高砂の
名産品の魅力を
発信することによ
り、市の地域経済
への支援と高砂
市のPRを図ること
ができた。

◎
当初予算を上回る寄附
により、高砂市の特産品
を市内外へ発信できた。

令和2年4月より、楽
天ふるさと納税の
ポータルサイトを追
加し、発信の場を広
げた。今後も、記念
品を新たに開拓し、
さらに寄附額の増加
に努める。

191 5-2-2
シティプロモ-ショ
ン室
（観光交流ﾋﾞｭ-ﾛ-）

高砂ブランド商品
のＰＲ

ぼっくりんグッズ、
松右衛門帆布、高
砂染関連商品など
高砂ブランド商品
を観光案内所ちち
りで販売する。

高砂ブランド商品
のＰＲ及び販路開
拓を図る。

-
10,000
（再掲）

10,000,000
（再掲）

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関
連商品等を観
光案内所ちち
りで販売し、高
砂市をＰＲし
た。

A

観光案内所ちちり
で地域ブランド商
品を販売すること
により、地域ブラ
ンドのPRや販売
促進を図ることが
できた。

高砂ブランド商
品のＰＲ

ぼっくりんグッズ、
松右衛門帆布、高
砂染関連商品など
高砂ブランド商品
を観光案内所ちち
りで販売する。

高砂ブランド商品
のＰＲ及び販路開
拓を図る。

-
10,000
（再掲）

10,000,000
（再掲）

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関
連商品・松右
衛門帆関連商
品等を、観光
案内所ちちり・
結びん・浮石資
料館にて販売
し、高砂市をＰ
Ｒした。

Ａ

各所で地域ブラン
ド商品を販売する
ことにより、地域
ブランドのPRや販
売促進を図ること
ができた。

〇
新商品の開発や、販路
拡大に努めPRを図った。

生石神社参集殿で
新たに観光案内所
「浮石資料館」を
オープンし、ＰＲを促
進することができ
た。今後も、イベント
やふるさと納税等を
通じて販路開拓を図
る。

192 5-2-3

シティプロモ-ション
室
（市内商業者・商工
会議所）

ご当地グルメ発信

高砂市のＰＲや市
内への誘客を図る
ため、各種イベント
を通じて高砂にくて
んや高砂あなごを
紹介する。

高砂にくてんや高
砂あなご等ご当地
グルメをPRするこ
とにより高砂市の
PRを図る。

- 0 0

高砂あなごマ-
ケティング研究
会等の会議に
参加し、高砂あ
なごのPRに協
力した。

A

ご当地グルメのＰ
Ｒに協力すること
により高砂市のＰ
Ｒが図ることがで
きた。

ご当地グルメ発
信

高砂市のＰＲや市
内への誘客を図る
ため、各種イベント
を通じて高砂にくて
んや高砂あなごを
紹介する。

高砂にくてんや高
砂あなご等ご当地
グルメをPRするこ
とにより高砂市の
PRを図る。

- 0 0

高砂市のグル
メとして、各所
への宣伝や観
詰BOOKへの
掲載、また、ふ
るさと納税の記
念品として取り
扱うことでPRに
協力した。

A

ご当地グルメのＰ
Ｒに協力すること
により、高砂市の
ＰＲを図ることが
できた。

○
ＭＡＰ作成、配布及びＨＰ
等で掲載し、高砂市のＰ
Ｒを図ることができた。

観光交流ビューロー
において、「にくて
ん」ＰＲののぼりを作
成し加盟店だけで
はなく、広く「にくて
ん」の取り扱い店舗
に購入をもとめ、市
内でのＰＲを進め
る。

193 5-2-4 5-1-5

194 5-3-1 4-1-2

195 5-3-2 5-1-4

196 5-3-3 3-2-2

197 5-3-4

シティプロモ-ション
室
（高砂市フィルムコ
ミッション）

ロケ地誘致事業

映画、ドラマ、CM、
その他テレビ番組
のロケ地として高
砂市への誘致を図
る。

ロケ地として誘致
することにより、高
砂市の魅力を全国
に発信し地域・観
光・経済の発展に
繋げる。

1件 0 0

ロケ地誘致用
パンフレットを
作成し、制作
会社などに送
付した。

A

ロケ地誘致に向
けたPR活動を行
い、高砂市への
誘客に繋げるとと
もに、地域の活性
化を図ることがで
きた。

ロケ地誘致事業

映画、ドラマ、CM、
その他テレビ番組
のロケ地として高
砂市への誘致を図
る。

ロケ地として誘致
することにより、高
砂市の魅力を全国
に発信し地域・観
光・経済の発展に
繋げる。

1件 0 0

ロケ地誘致用
パンフレットを
作成し、制作
会社などに送
付した。

Ａ

ロケ地誘致に向
けたPR活動を行
い、高砂市への
誘客に繋げるとと
もに、地域の活性
化を図ることがで
きた。

〇

コロナの影響等によりロ
ケの誘致には至らなかっ
たが、積極的に誘致をお
こなった。

今後もＳＮＳ等を活
用して、高砂の魅力
を発信していくととも
に、ジャパンフィル
ムコミション主催の
ロケ地フェアに参加
し、ロケの誘致を
図っていく。
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